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し
た
の
だ
ろ
う
か
。
理
論
的
に
整
理
し
て
み
よ
う
。

隊
に
包
囲
さ
れ
る
韓
国
大
統
領
府
・
青
瓦
台
に
、
駐
韓
米
国
大
使
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
バ
ー
ガ
ー

(S
a
m
u
e
l
D
.
 

B
e
r
g
e
r
)
と
、
国
連
軍

・
在
輯

(H
a
m
i
l
t
o
n
 H

•
H
o
w
z
e
)
を
乗
せ
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
降
り
立
っ
た
。

迎
え
た
三
月
二
五
日
以
来
、

米
韓
関
係
史
研
究
で
は
、
こ
の
い
わ
ゆ
る
「
六
・
三
事
態
」
の
展
開
を
捉
え
て
、
こ
れ
ま
で
、
ア
メ
リ
カ
は
、
デ
モ
が
最
初
の
頂
点
を

一
貫
し
て
戒
厳
令
の
施
行
を
は
じ
め
と
し
た
朴
政
権
の
強
硬
姿
勢
を
支
援
し
た
と
さ
れ
て
き
た
。
朴
正
熙
の

強
権
的
対
応
は
ア
メ
リ
カ
の
支
持
を
背
景
と
し
た
も
の
で
、
ア
メ
リ
カ
は
韓
国
の
内
政
状
況
に
影
響
を
及
ぽ
し
て
い
た
と
の
議
論
で
あ

(4) 
る
。
し
か
し
一
方
、
同
盟
論
や
ア
メ
リ
カ
帝
国
論
と
い
っ
た
理
論
研
究
で
は
、
ア
メ
リ
カ
が
同
盟
国
の
内
政
を
直
接
左
右
し
た
と
の
議
論

(5) 

は
必
ず
し
も
有
力
で
は
な
い
。
で
は
、
六
・

三
事
態
で
は
、
ア
メ
リ
カ
は
い
か
な
る
手
段
を
用
い
、
ど
の
程
度
ま
で
韓
国
の
内
政
に
介
入

国
際
政
治
学
で
は
、
米
韓
同
盟
の
よ
う
な
大
国
と
小
国
の
同
盟
関
係
を
、
非
対
称
同
盟
と
呼
ぶ
。
強
大
な
主
導
国
と
、
弱
小
な
追
随
国

の
指
導
層
で
あ
る
「
提
携
勢
力
」

(co
ll
a
b
o
r
a
t
o
r
s
)

米
軍
司
令
官
ハ
ミ
ル
ト
ン
・
ハ
ウ
ズ

大
国
ア
メ
リ
カ
が
同
盟
国
の
内
政
状
況
に
及
ぽ
し
た
影
響
力
の
性
質
は
い
か
な
る
も
の
か
。
本
稿
は
、

か
け
て
の
ア
メ
リ
カ
の
対
韓
政
策
を
題
材
と
し
て
、
こ
の
問
題
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
時
期
、
緯
国
で
は
、
朴
正
煕
大
統
領
に
対
す
る
大
規
模
な
反
対
運
動
が
組
織
さ
れ
、
朴
政
権
は
危
機
的
状
況
に
陥

っ
て
い
た
。
争

点
は
日
韓
国
交
正
常
化
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
は
日
輯
両
国
に
国
交
正
常
化
の
早
期
実
現
を
促
し
て
お
り
、
ま
た
こ
れ
を
推
進
す
る
朴
正
熙

を
支
援
し
て
い
た
が
、
韓
国
国
内
に
は
強
い
反
発
が
あ
っ
た
。
韓
国
は
、
数
万
人
規
模
の
デ
モ
が
三
カ
月
に
わ
た
っ
て
展
開
さ
れ
る
混
乱

(2) 

状
態
に
陥
っ
た
が
、
六
月
三
日
、
朴
正
熙
が
戒
厳
令
を
施
行
し
た
こ
と
で
事
態
は
終
局
へ
と
向
か
う
。
そ
し
て
戒
厳
令
施
行
直
前
、
デ
モ

は
じ
め
に

の
、
保
護
と
協
調
の
政
治
的
交
換
関
係
で
あ
る
。
主
導
国
は
、
提
携
勢
力
か
ら
、
安

一
九
六
四
年
三
月
か
ら
六
月
に
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全
保
障
政
策
（
基
地
の
提
供
等
）
、
国
内
体
制
や
経
済
政
策
の
調
整
と
い
っ
た
広
範
な
政
策
協
調
を
確
保
す
る
。
他
方
で
、
提
携
勢
力
は
、

(6
)
 

政
策
の
自
律
性

(a
u
t
o
n
o
m
y
)
が
制
限
さ
れ
る
代
わ
り
に
、
主
導
国
の
軍
事
的
保
護
を
享
受
し
、
ま
た
経
済
的
利
益
を
得
る
。

主
導
国
は
、
追
随
国
に
介
入
し
て
提
携
す
る
相
手
の
交
代
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
同
盟
解
消
に
よ
り
提
携
勢
力
の
権
力
基
盤
を
崩

壊
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
意
味
で
、
強
大
な
軍
事
力
を
背
景
と
し
て
、
主
導
国
は
追
随
国
の
内
政
に
影
響
力
を
保
持
す
る
。
し
か

介
入
は
抵
抗
の
リ
ス
ク
を
負
い
、

し
、
こ
れ
は
、
国
内
政
治
に
お
け
る
政
府
の
よ
う
な
、
階
層
的
な
権
限
と
暴
力
の
独
占
に
基
づ
く
よ
う
な
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。
軍
事

(8
)
 

コ
ス
ト
も
高
い
。
撤
退
す
れ
ば
、
当
然
、
追
随
国
の
協
力
を
得
ら
れ
な
く
な
る
。
す
な
わ
ち
、
非
対
称

同
盟
に
お
け
る
主
導
国
の
影
響
力
は
、
薗
接
介
入
と
撤
退
と
い
う
高
い
リ
ス
ク
と
コ
ス
ト
を
要
す
る
手
段
を
用
い
な
い
限
り
、
提
携
勢
力

を
通
じ
て
間
接
的
に
行
使
す
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

で
は
、
六

・
三
事
態
の
よ
う
に
、
提
携
勢
力
が
、
こ
れ
に
反
対
す
る
「
対
抗
勢
力
」
の
挑
戦
を
受
け
て
い
る
時
、
主
導
国
が
で
き
る
こ

と
は
何
か
。
介
入
も
撤
退
も
選
択
肢
に
無
い
場
合
、
主
導
国
は
、
政
治
的
デ
ィ
レ
ン
マ
に
陥
る
。
主
導
国
が
、
争
点
と
な

っ
て

い
る
問
題

へ
の
さ
ら
な
る
協
力
を
求
め
れ
ば
、
提
携
勢
力
は
不
安
定
化
す
る
。
し
か
し
提
携
勢
力
の
動
揺
を
懸
念
す
れ
ば
、
主
導
国
は
要
求
を
自
制

せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
を
本
稿
で
は
、
主
導
国
の
「
提
携
の
デ
ィ
レ
ン
マ
」
と
呼
ぶ
。
主
導
国
の
戦
略
構
想
上
必
要
と
さ
れ
る
政
策
に

対
す
る
協
力
の
獲
得
と
、
提
携
勢
力
の
安
定
性
の
優
先
順
位
を
め
ぐ
る
対
立
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
は
主
導
国
政
府
内
部
に
亀
裂
を
生

む
こ
と
も
あ
る
。
主
導
国
の
政
権
中
枢
は
グ
ロ

ー
バ
ル
な
戦
略
的
観
点
を
重
視
し
、
他
方
で
、
主
導
国
の
追
随
国
政
策
を
所
管
す
る
出
先

(9
)
 

機
関

（大
使
館
、
駐
留
軍
司
令
部
等
）
は
、
提
携
勢
力
の
安
定
性
を
重
視
す
る
傾
向
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
デ
ィ
レ
ン

マ
を
解
消
す
る
た
め
に
主
導
国
が
取
り
得
る
選
択
肢
は
、
提
携
勢
力
を
軍
事
的
・
経
済
的

・
外
交
的
に
支
援
し
、
ま
た

は
対
抗
勢
力
を
懐
柔
し
、
あ
る
い
は
両
者
の
関
係
改
善
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
提
携
勢
力
の
政
権
基
盤
を
強
化
す
る
こ
と
だ
。
こ
れ
は
す

な
わ
ち
主
導
国
が
提
携
勢
力
に
有
利
な
施
策
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
効
果
は
提
携
勢
力
を
介
し
た
間
接
的
で
限
定
的
な
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第
一
節

六

0
年
代
初
期
の
米
韓
同
盟

以
上
の
理
論
的
整
理
を
踏
ま
え
れ
ば
、

ア
メ
リ
カ
が
韓
国
の
内
政
状
況
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
と
す
る
六
・

三
事
態
に
関
す
る
従
来

の
見
解
に
は
再
考
の
余
地
が
あ
る
だ
ろ
う
。
六

・
三
事
態
に
直
面
し
た
ア
メ
リ
カ
の
対
応
は
、
バ
ー
ガ
ー
大
使
と
ハ
ウ
ズ
在
輯
米
軍
司
令

官
が
戒
厳
令
施
行
直
前
に
青
瓦
台
に
乗
り
込
む
と
い
う
象
徴
的
な
出
来
事
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
直
接
軍
事
介
入
を
行
っ
て
デ
モ
隊
や
野
党

を
抑
圧
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
提
携
勢
力
た
る
朴
正
熙
政
権
の
交
代
を
図
っ
た
わ
け
で
も
な
く
、
米
韓
同
盟
解
消
を
企
図
し
た
わ
け
で
も

な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
理
論
的
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
取
り
得
る
方
策
は
、
朴
政
権
強
化
を
目
的
と
す
る
斡
国
側
に
よ
り
有
利
な
政
策
を

行
う
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
影
響
力
は
自
ず
と
限
定
的
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
は
ず
で
あ
る
。

六
・
三
事
態
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
関
与
は
、
こ
れ
ま
で
想
定
さ
れ
て
き
た
よ
う
な
一
貫
し
た
も
の
だ
っ
た
の
か
。
そ
も
そ
も
、

リ
カ
は
こ
の
一
連
の
事
態
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、

も
の
に
留
ま
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

い
か
な
る
対
策
を
行
っ
た
の
か
。
そ
し
て
、
六
・

三
事
態
は
、

ア
メ

ア
メ
リ
カ
の
対
韓
政

策
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぽ
し
た
の
か
。
本
稿
は
、
米
韓
同
盟
に
お
け
る
日
韓
国
交
正
常
化
問
題
の
位
置
付
け
を
確
認
し
、
六
・

三
事

態
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
認
識
と
政
策
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
非
対
称
同
盟
の
政
治
力
学
の

一
端
を
解
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
九
六

一
年
五
月

一
六
日
、
韓
国
陸
軍
少
将

・
朴
正
熙
は
、
腹
心
で
あ
り
縁
戚
で
も
あ
る
金
鍾
泌
中
佐
ら
と
と
も
に
、

韓
国
史
上

「第

二
共
和
国
」
と
呼
ば
れ
る
体
制
を
ク
ー
デ
タ
ー
で
打
倒
し
、
軍
政
を
敷
い
た
。
手
清
善
大
統
領
と
張
勉
国
務
総
理
率
い
る
第
二
共
和
国
は
、

一
九
六

0
年
、
独
裁
傾
向
を
強
め
て
い
た
「
建
国
の
父
」
李
承
晩
の
「
第

一
共
和
国
」
が
学
生
デ
モ
で
打
倒
さ
れ
た
後
、
選
挙
を
通
じ
た

民
王
的
正
統
性
を
保
持
す
る
文
民
政
権
と
し
て
誕
生
し
た
。
だ
が
こ
の
体
制
は
、
朴
正
熙
率
い
る
「
五
・
一
六
ク
ー
デ
タ
ー
l

の
最
中
に

張
勉
首
相
が
逃
亡
、
手
漕
善
大
統
領
と
参
謀
総
長

・
張
都
瑛
が
ク
ー
デ
タ
ー
の
支
持
・
黙
認
に
回
る
と
い
う
半
ば
自
壊
に
近
い
形
で
崩
壊
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す
る
。
韓
国
軍
の
指
揮
権
を
保
持
す
る
同
盟
国
ア
メ
リ
カ
は
、
こ
の
五
・
一
六
ク
ー
デ
タ
ー
と
軍
政
を
追
認
す
る
が
、
文
民
政
権
を
武
力

で
転
覆
し
た
朴
正
熙
に
は
当
初
か
ら
懐
疑
的
な
ま
な
ざ
し
を
注
い
で
い
た
。
朴
正
熙
政
権
初
期
の
二
年
半
に
及
ん
だ
軍
政
期
の
米
韓
関
係

(10) 

は
、
緊
迫
し
た
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
輯
国
の
み
な
ら
ず
、

な
ら
な
い
。

る
。
実
際
、

ア
メ
リ
カ
の
方
針
も
、
米
韓
関
係
に
軋
み
を
生
じ
さ
せ
る
に
十
分
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば

ア
メ
リ
カ
が
、
対
韓
経
済
・
軍
事
援
助
と
在
韓
米
軍
の
削
減
を
、
対
韓
政
策
の
最
大
の
課
題
と
し
て
掲
げ
て
い
た
か
ら
で
あ

一
九
六

一
年
に
ジ
ョ
ン

•
F

・
ケ
ネ
デ
ィ

(]
o
h
nFi
t
z
g
e
r
a
l
d
 K
e
n
n
e
d
y
)
が
大
統
領
に
就
任
し
て
以
来
、
ア
メ
リ
カ
の
対

(11) 

競
経
済
・
軍
事
援
助
は
毎
年
減
額
さ
れ
続
け
る
。
そ
し
て
、
こ
の
対
韓
援
助
削
減
の
切
り
札
と
し
て
ア
メ
リ
カ
が
推
進
し
て
い
た
の
が
、

日
韓
国
交
正
常
化
で
あ
っ
た
。
日
翰
関
係
を
正
常
化
さ
せ
、
日
本
に
、
韓
国
に
対
す
る
政
府
間
の
資
金
供
与
（
賠
償
・
経
済
援
助
）
と
民

間
投
資
の
増
額
を
促
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
ア
ジ
ア
で
当
時
唯

一
の
経
済
大
国
で
あ
っ
た
同
盟
国
・
日
本
に
、
対
緯

(12) 

援
助
負
担
を
肩
代
わ
り
さ
せ
よ
う
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

だ
が
日
本
は
韓
国
の
か
つ
て
の
宗
主
国
で
あ
る
。
独
立
か
ら
日
の
浅
い
輯
国
に
は
、
そ
の
日
本
の
経
済
的
影
響
力
が
強
ま
る
こ
と
に
対

す
る
根
強
い
抵
抗
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
国
内
世
論
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
朴
正
熙
は
日
韓
国
交
正
常
化
に
積
極
的
な
姿
勢
を

示
す
。
朴
政
権
は
ア
メ
リ
カ
の
援
助
・
保
護
の
低
下
を
何
と
し
て
も
食
い
止
め
よ
う
と
し
て
い
た
。
だ
が
同
時
に
、
ア
メ
リ
カ
の
援
助
額

(13) 

の
減
少
が
不
可
避
で
あ
る
な
ら
ば
、
逼
迫
す
る
韓
国
経
済
を
日
本
の
支
援
の
下
で
立
て
直
す
こ
と
も
、
喫
緊
の
課
題
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

米
翰
両
国
の
日
緯
国
交
正
常
化
へ
の
積
極
姿
勢
は
、
同
床
異
夢
と
は
い
え
、
米
輯
関
係
の
改
善
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
朴
政

権
が
民
政
移
管
を
成
し
遂
げ
、
軍
政
が
終
焉
し
た
こ
と
で
さ
ら
に
顕
著
と
な
る
。
一

九
六
三
年
一

0
月
、
韓
国
で
は
大
統
領
選
挙
が
実
施

さ
れ
た
が
、
朴
正
熙
は
、
野
党
勢
力
が
元
大
統
領
・
手
滑
善
の
強
硬
姿
勢
な
ど
が
原
因
で
四
分
五
裂
し
た
こ
と
に
助
け
ら
れ
て
こ
れ
を
制

(14) 

し
、
ま
た
同
年

―
一
月
の
国
会
議
員
選
挙
で
も
多
数
を
確
保
し
た
。
「第
三
共
和
国
」
の
成
立
で
あ
る
。
同
時
期
、
図
ら
ず
も
、
ア
メ
リ
カ
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関
の
見
解
を
支
持
し
て
お
り
、
省
庁
間
対
立
の
側
面
も
あ
っ
た
。

で
は
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
が
暗
殺
さ
れ
、
リ
ン
ド
ン

•
B

・
ジ
ョ
ン
ソ
ン

と
こ
ろ
が
、

(L
y
n
d
o
n
 B
a
i
n
e
s
 Jo
h
n
s
o
n
)

が
十
ハ
鈷
匹
領
の
成
＝
を
襲
っ
て
い
た
。

ジ
ョ
ン
ソ
ン
新
政
権
で
は
、
第
三
共
和
国
の
成
立
を
受
け
て
、
日
韓
国
交
正
常
化
を
推
進
し
、
長
年
の
懸
案
だ
っ
た
対
韓
負
担
削
減
を

実
現
す
る
絶
好
の
機
会
が
到
来
し
た
と
の
期
待
が
高
ま
る
。
朴
正
煕
は
民
主
的
正
統
性
を
獲
得
し
、
議
会
で
も
安
定
的
な
勢
力
を
確
保

し
、
さ
ら
に

一
九
六
四
年
の
年
頭
教
書
で
日
輯
国
交
正
常
化
へ
の
強
い
意
欲
を
表
明
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

日
輯
国
交
正
常
化
は
韓
国
国
内
か
ら
の
強
い
反
発
に
直
面
し
た
。
輯
国
国
内
に
は
旧
宗
主
国
日
本
と
の
国
交
正
常
化
に
対

す
る
強
い
反
対
意
見
が
存
在
し
て
お
り
、
こ
れ
を
推
進
す
る
こ
と
は
朴
政
権
に
と
っ
て
大
き
な
政
治
的
負
担
と
な
っ
て
い
た
。
国
内
の
反

対
を
押
し
切
り
日
韓
国
交
正
常
化
を
成
し
遂
げ
る
に
は
朴
正
熙
政
権
が
強
力
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
ア
メ
リ
カ
の
目
標
は

対
韓
援
助
と
在
韓
米
軍
の
削
減
で
あ
り
、
そ
し
て
こ
れ
が
実
現
さ
れ
れ
ば
朴
政
権
は
輯
国
国
内
で
ア
メ
リ
カ
か
ら
見
捨
て
ら
れ
た
と
見
倣

さ
れ
て
政
権
は
不
安
定
化
す
る
。
六
三
年
末
か
ら
六
四
年
は
じ
め
に
か
け
て
、
こ
の
ア
メ
リ
カ
の
提
携
の
デ
ィ
レ
ン
マ
は
、
在
輯
米
軍
削

減
を
め
ぐ
る
ア
メ
リ
カ
政
府
内
部
の
論
争
と
し
て
表
れ
た
。
節
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。

提
携
の
デ
ィ
レ
ン
マ
ー
援
助
減
額
、
在
韓
米
軍
削
減
、
日
韓
国
交
正
常
化
推
進

在
緯
米
軍
削
減
問
題
を
め
ぐ
る
ア
メ
リ
カ
政
府
内
部
の
対
立
は
、
基
本
的
に
は
政
権
中
枢
と
出
先
機
関
の
対
立
と
い
う
構
図
で
展
開
さ

れ
た
。
す
な
わ
ち
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
と
国
防
省
、
統
合
参
謀
本
部
と
い
っ
た
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ア
メ
リ
カ
政
府
中
枢
に
対
し
て
、
在
韓
米

国
大
使
館
と
在
韓
米
軍
と
い
う
出
先
機
関
が
異
議
を
唱
え
る
と
い
う
展
開
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
事
例
で
は
、
国
務
省
本
省
は
出
先
機

こ
の
対
立
は
、
政
策
の
内
容
を
巡
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
、

ア
メ
リ
カ
政
府
で
は
、

致
し
て
、
翰
国
軍
の
規
模
は
、
輯
国
の
経
済
規
模
と
対
外
的
脅
威
の
水
準
か
ら
見
て
過
大
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
翰
国
軍
は
ア
メ
リ
カ
の

第
二
節
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N
S
c
 

援
助
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
た
め
、
緯
国
軍
の
規
模
を
縮
小
す
る
こ
と
で
、
対
韓
負
担
削
減
を
図
る
と
の
方
針
で
あ
る
。
第
二
に
、

輯
国
に
は
米
軍
二
個
師
団
が
配
備
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の

一
部
を
東
南
ア
ジ
ア
ヘ
と
配
置
転
換
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
合
意
が
あ
っ
た
。

当
時
は
ベ
ト
ナ
ム
情
勢
が
風
雲
急
を
告
げ
て
お
り
、
安
全
保
障
情
勢
が
比
較
的
安
定
し
て
い
る
と
み
ら
れ
た
韓
国
に
部
隊
が
固
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
非
合
理
的
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
第
三
に
、
早
期
の
日
韓
国
交
正
常
化
の
実
現
が
必
須
で
あ
る
と
い
う
点
で

も
、
ア
メ
リ
カ
政
府
内
部
に
異
論
は
な
か

っ
た
。
韓
国
軍
削
減
、
在
輯
米
軍
の

一
部
撤
退
、

施
策
が
翰
国
に
与
え
る
衝
撃
を
、

問
題
は
、
米
軍
及
び
緯
国
軍
の
削
減
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
、

い
う
点
に
あ
っ
た
。

日
本
か
ら
の
支
援
で
緩
和
す
る
た
め
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
対
韓
負
担
削
減
を
重
視
す

ア
メ
リ
カ
の
対
緯
援
助
減
額
と
い
う
一
連
の

日
韓
交
渉
に
ど
こ
ま
で
ア
メ
リ
カ
が
関
与
す
る
の
が
最
も
効
果
的
な
の
か
と

ワ
シ
ン
ト
ン
で
は
、
「
大
統
領
は
、
長
い
間
棚
上
げ
さ
れ
て
き
た
こ
の
問
題
に
対
し
て
、
何
ら
か
の
対
策
を
と
る
こ
と

を
切
望
し
て
い
る
」
と
し
て
、
安
全
保
障
担
当
大
統
領
補
佐
官
マ
ク
ジ
ョ
ー
ジ
・
バ
ン
デ
ィ

(M
c
G
e
o
r
g
e
B
u
n
d
y
)
が
米
軍

・
韓
国
軍
の

削
減
の
必
要
性
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
「
日
韓
平
和
条
約
を
す
ぐ
に
妥
結
さ
せ
る
た
め
の
外
交
的
方
策
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

主
張
し
て
い
た
。
「
こ
れ
は
米
軍
撤
退
と
来
年
の
ア
メ
リ
カ
の
対
韓
援
助
額
の
減
少
の
経
済
的
衝
撃
を
和
ら
げ
る
と
い
う
観
点
か
ら
極
め

(15) 

て
重
要
」
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

(T
h
e
 N
a
t
i
o
n
a
l
 S
e
c
u
r
i
t
y
 C
o
u
n
c
i
l
 :
国
家
安
全
保
障
会
議）

の
有
カ
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
ロ
バ

ー
ト

・
コ
マ
ー

マ
ク
ジ
ョ
ー
ジ
・
バ
ン
デ
ィ
や
コ
マ
ー
に
代
表
さ
れ
る
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
ス
タ
ッ
フ
陣
は
、

(R
o
b
e
r
t
 W
.
 

K
o
m
e
r
)

も
、
日
韓
国
交
正
常
化
を
通
じ
て
「
日
本
人
に
韓
国
に
お
け
る
我
が
国
の
役
割
を
補
完
す
る
こ
と
に
関
与
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
っ

て
韓
国
軍
及
び
米
軍
の
削
減
で
引
き
起
こ
さ
れ
る
だ
ろ
う
騒
音
に
対
抗
で
き
る
前
向
き
な
話
題
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
」
と

述
べ
て
お
り
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
が
米
軍

・
韓
国
軍
削
減
問
題
と
日
輯
国
交
正
常
化
を
一
体
の
構
想
と
理
解
し
、
推
進
し
て
い
た
こ
と
が

(16) 

確
認
で
き
る
。
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七
万
人
を
削
減
し
、

報
告
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
コ
マ
ー
に
よ
れ
ば
、

も
、
大
統
領
親
書
の
送
付
等
、

マ
ク
ナ
マ
ラ
は
五
八
万
の
翰
国
軍
か
ら
（
二
年
間
か
け
て
）

る
観
点
か
ら
、
在
緯
米
軍
と
緯
国
軍
削
減
の
早
期
実
現
を
主
張
し
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
前
提
条
件
と
な
る
日
緯
国
交
正
常
化
に
関
し
て

(17) 

ア
メ
リ
カ
の
積
極
的
関
与
を
通
じ
た
妥
結
促
進
を
提
言
し
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
在
韓
米
国
大
使
館
と
在
韓
米
軍
・
国
連
軍
司
令
官
ハ
ウ
ズ
は
、
韓
国
の
国
内
情
勢
を
鑑
み
て
削
減
案
提
示
の
延
期
を

(18) 

主
張
し
て
お
り
、
こ
の
立
場
を
国
務
省
も
支
持
し
て
い
た
。
バ
ー
ガ
ー
大
使
に
よ
れ
ば
、
緯
国
国
内
で
は
、
ヂ
漕
善
率
い
る
民
政
党
に
代

表
さ
れ
る
「
野
党
が
、
朴
政
権
を
打
倒
す
る
た
め
に
、
そ
の
困
難
な
状
況
と
世
論
に
充
満
す
る
憤
洒
を
利
用
し
て
、
矢
継
ぎ
早
に
無
責
任

な
批
判
を
繰
り
返
す
戦
術
を
と
っ
て
い
る
」
。
そ
の
た
め
、
バ

ー
ガ
ー
は
、
ア
メ
リ
カ
は
適
切
な
「
声
明
」
や
「
行
動
」
に
よ
っ
て
朴
政
権

を
支
援
す
る
べ
き
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、

「
こ
う
し
た
状
況
で
は
、
こ
れ
か
ら
数
か
月
の
間
、
米
軍
の
削
減
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
言
及
を

回
避
し
、
ま
た
緯
国
軍
の
削
減
に
つ
い
て
の
声
明
も
行
わ
な
い
こ
と
が
賢
明
で
あ
る
」
と
提
言
す
る
。
ま
た
米
軍
・
韓
国
軍
の
削
減
に
つ

い
て
は
、
韓
国
軍
を
先
行
し
て
削
減
し
、
次
い
で
米
軍
の
一
部
撤
退
と
い
う
順
序
で
慎
重
に
防
衛
及
び
政
治
的
影
響
を
考
慮
し
て
行
わ
れ

る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
数
量
だ
け
を
考
慮
し
て
一
方
的
な
削
減
を
発
表
す
る

「斧
で
切
り
倒
す
よ
う
な
手
法
」
が
と
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。

バ
ー
ガ
ー
は
、
米
軍
・
輯
国
軍
削
減
と
い
う
「
こ
の
二
つ
の
問
題
は
一
九
六
四
年
後
半
期
ま
で
棚
上
げ
に
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
く
」
、
と

の
安
定
性
を
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
と
な
る
だ
ろ
う
」
と
し
て
、

り
わ
け
、

「輯
国
軍
と
米
軍
の
削
減
が
同
時
に
公
表
さ
れ
れ
ば
、
こ
れ
は
深
刻
な
衝
撃
と
な
り
、
そ
の
心
理
的
・
政
治
的
反
響
は
輯
国
政
府

(19) 

ワ
シ
ン
ト
ン
に
慎
重
な
対
応
を
求
め
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
ア
メ
リ
カ
政
府
の
内
部
対
立
と
そ
の
帰
結
は
、
六
四
年
一
月
二
二

日
付
け
の
ロ
バ
ー
ト
・
コ
マ

ー
か
ら
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
へ
の

一
月
ニ
―
日
に

ロ
バ

ー
ト
・
マ
ク
ナ
マ
ラ

(R
o
b
e
r
t
M
c
N
a
m
a
r
a
)
国
防
長
官
と

デ
ィ
ー
ン
・
ラ
ス
ク

(
D
a
v
i
d
D
e
苔
R
u
s
k
)

国
務
長
官
が
直
接
折
衝
を
行
っ
た
が
、
「
伝
え
聞
く
と
こ
ろ
で
は
、
韓
国
軍
も
米
軍
も
削
減

す
る
の
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
も
削
減
し
な
い
こ
と
で
合
意
し
た
と
の
こ
と
！

一
九
六
四
年
末
ま
で
に
一
万
二
千
人
の
米
軍
を
削
減
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
」
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
ラ
ス
ク
は
韓
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国
軍
削
減
に
は
完
全
に
同
意
し
た
」
が
、
「
同
時
期
に
米
軍
の
削
減
を
発
表
す
る
こ
と
に
は
強
く
反
対
し
た
。
こ
の
発
表
に
よ
っ
て
、
日
韓

両
国
が
狼
狽
し
、
ア
メ
リ
カ
が
ア
ジ
ア
同
盟
諸
国
へ
の
関
与
を
弱
め
る
の
と
思
わ
れ
る
の
を
恐
れ
た
の
で
あ
る
」
。
し
か
し
、
こ
れ
は
マ
ク

ナ
マ
ラ
の
容
れ
る
と
こ
ろ
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
緯
国
軍
の
み
を
削
減
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
議
会
の
、

「
な
ぜ
我
々
の
兵
士
を
帰
還
さ
せ
る

か
わ
り
に
外
国
の
軍
隊
を
削
減
す
る
の
か
」
と
い
う
声
に
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

「も
し
米
軍
を
削
減
し
な
い
の
な
ら
ば
翰
国
軍

(20) 

も
削
減
し
た
く
な
い
」
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
て
国
務
・
国
防
両
省
は
、
と
も
に
韓
国
軍
と
在
韓
米
軍
の
削
減
を
重
視
し
な
が
ら
、
そ
の
実
施
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
め
ぐ
り
対
立

(21) 

し
、
六
四
年
二
月
初
め
に
は
、
「
一
九
六
四
年
末
ま
で
、
米
軍
と
韓
国
軍
の
水
準
は
変
更
さ
れ
な
い
と
の
決
定
」
が
下
さ
れ
た
。
さ
ら
に
韓

国
側
に
も
、

一
月
末
、
ラ
ス
ク
国
務
長
官
か
ら
朴
正
熙
大
統
領
に
対
し
て
、
日
韓
国
交
正
常
化
の
推
進
が
要
請
さ
れ
る
と
と
も
に
、
緯
国

(22
)
 

側
と
の
事
前
の
協
議
な
く
し
て
米
軍
の
撤
退
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
の
意
向
が
伝
達
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

以
上
の
よ
う
に
、

っ
た
省
庁
間
の
対
立
と、 ア

メ
リ
カ
政
府
は
、
米
軍
・
緯
国
軍
削
減
計
画
を
め
ぐ
っ
て
、
国
務
省
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
、
国
防
省
、
軍
部
と
い

ワ
シ
ン
ト
ン
の
政
権
中
枢
と
在
韓
米
国
大
使
館
及
び
在
韓
米
軍
と
い
う
出
先
機
関
の
温
度
差
が
絡
ま

っ
た
、
複

合
的
な
対
立
状
況
に
陥
っ
て
い
た
。
誰
も
が
削
減
案
に
は
総
論
で
は
賛
成
だ
が
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
方
法
と
い
う
各
論
を
め
ぐ

っ
て、

戦
略
的
必
要
性
を
重
視
す
る
か
、
そ
の
実
現
可
能
性
を
考
慮
し
て
現
地
の
事
情
を
反
映
さ
せ
る
の
か
で
対
立
し
、
折
り
合
い
が
つ
か
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
構
図
は
、
米
軍
・
斡
国
軍
削
減
案
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
日
韓
国
交
正
常
化
問
題
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
前

述
の
よ
う
に
、
対
輯
援
助

・
米
軍
削
減
を
追
求
す
る
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
・
ス
タ

ッ
フ
陣
は
、

日
緯
国
交
正
常
化
に
関
し
て
、

積
極
的
に
介
入
す
べ
き
だ
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
手
段
と
し
て
大
統
領
親
書
の
送
付
を
提
案
し
て
い
た
。

ア
メ
リ
カ
が

し
か
し
、
ラ
ス
ク
国
務
長
官
や
極
東
問
題
担
当
国
務
次
官
補
代
理
マ
ー
シ
ャ
ル
・
グ
リ
ー
ン

(M
a
rs
h
a
ll
G
r
e
e
n
)
、
バ
ー
ガ
ー
駐
韓
米
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第
三
節

国
大
使
に
代
表
さ
れ
る
国
務
省
本
省
と
駐
輯
米
国
大
使
館
は
、
日
緯
国
交
正
常
化
へ
の
ア
メ
リ
カ
の
積
極
介
入
に
対
し
て
消
極
的
な
姿
勢

を
示
し
て
い
る
。
こ
の
時
ま
で
に
、
六
三
年
末
に
故
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
の
葬
儀
に
参
列
し
た
池
田
勇
人
首
相
と
朴
正
熙
大
統
領
に
、
ジ
ョ

日
韓
国
交
正
常
化
を
推
進
す
る
よ
う
に
と
の
要
請
が
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
ラ
ス
ク
国
務
長
官
の
訪
緯
も
決

ン
ソ
ン
大
統
領
か
ら
直
接
、

定
さ
れ
て
い
た
。
国
務
省
は
こ
う
し
た
介
入
で
十
分
で
あ
り
、
ま
た
日
韓
両
国
と
も
交
渉
妥
結
に
向
け
て
積
極
的
に
行
動
し
て
い
る
と
捉

え
て
い
た
た
め
、
大
統
領
親
書
送
付
計
画
と
い
っ
た
積
極
策
が
韓
国
政
府
を
圧
迫
し
て
逆
効
果
に
な
る
可
能
性
を
危
惧
し
た
の
だ
っ
た
。

グ
リ
ー
ン
国
務
次
官
補
代
理
が
、
こ
の
よ
う
な
短
期
間
に
さ
ら
な
る
介
入
を
行
え
ば
、
「
池
田
も
朴
も
ア
メ
リ
カ
の
必
要
以
上
の
圧
力
に
憤

(23) 

慨
す
る
だ
ろ
う
」
と
瞥
告
し
、
こ
れ
に
対
し
て
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
ス
タ

ッ
フ
陣
か
ら
は
国
務
省
の
「
官
僚
的
」
な
対
応
へ
の
苛
立
ち
が

表
明
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
、
六
三
年
末
か
ら
六
四
年
初
め
の
日
韓
交
渉
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
政
府
内
部
の
温
度
差
が
端
的
に
表
れ
て
い

(24) 
る
。前

述
の
よ
う
に
、
こ
う
し
た
出
先
と
国
務
省
の
慎
重
姿
勢
の
背
景
に
は
、
輯
国
国
内
の
政
治
状
況
、
す
な
わ
ち
提
携
勢
力
の
政
治
的
安

定
性
に
関
す
る
懸
念
が
あ
っ
た
。
翰
国
国
内
で
不
評
の
対
米
協
調
政
策
で
あ
る
日
緯
国
交
正
常
化
を
、
し
か
も
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
強
い
圧

日
韓
国
交
正
常
化
も
遅
延
し
か
ね
な
い
と
い
う
危
惧
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
懸
念
は
、

カ
で
進
め
る
な
ら
ば
、
朴
政
権
は
不
安
定
化
し
、

杞
憂
に
終
わ
ら
な
か
っ
た
。

日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
反
対
運
動
と
ア
メ
リ
カ
ー
六
四
年
三
月
＼
四
月

一
九
六
四
年
の
年
頭
教
書
に
お
い
て
朴
正
熙
大
統
領
が
日
輯
国
交
正
常
化
へ
の
強
い
意
欲
を
示
し
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ

う
に
、
負
担
の
削
減
を
急
ぐ
ア
メ
リ
カ
政
府
に
歓
迎
さ
れ
た
。
だ
が
そ
の
一
方
で
輯
国
国
内
か
ら
は
強
い
反
発
を
呼
び
、
日
韓
国
交
正
常

化
反
対
を
掲
げ
た
運
動
が
急
速
に
広
が
る
こ
と
と
な
る
。
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の
動
き
に
加
わ
り
、

は
翌
二
五
日
に
は
韓
国
全
土
へ
と
拡
大
し
、

当
初
こ
れ
を
主
導
し
た
の
は
、
六
三
年

一
0
月
大
統
領
選
挙
を
「
不
正
選
挙
」
と
み
な
し
て
第
三
共
和
国
自
体
の
正
統
性
を
疑
問
視
し
、

朴
政
権
の
打
倒
を
公
然
と
叫
ぶ
野
党
強
硬
派
で
あ
っ
た
。
野
党
強
硬
派
の
代
表
的
政
治
家
は
最
大
野
党
・
民
政
党
を
率
い
る
前
大
統
領

・

(25
)
 

手
漕
善
で
あ
り
、
第
三
共
和
国
の
枠
組
み
の
中
で
の
政
治
活
動
を
め
ざ
す
野
党
穏
健
派
と
は
対
立
関
係
に
あ
っ
た
。
し
か
し
日
輯
交
渉
の

進
展
と
そ
れ
に
対
す
る
世
論
の
批
判
が
高
ま
る
中
、
両
者
は
日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
に
対
す
る
反
対
と
い
う
点
で

一
致
し
、
全
国
的
な
抗

(26
)
 

議
活
動
に
打
っ
て
出
る
。
三
月
二
四
日
に
は
、
ソ
ウ
ル
大
学
、
高
麗
大
学
、
延
世
大
学
の
学
生
を
中
心
と
し
た
大
規
模
な
学
生
運
動
が
こ

五
千
名
に
の
ぽ
る
デ
モ
隊
と
筈
察
が
衝
突
し
て
逮
捕
者
を
出
す
隆
動
へ
と
発
展
す
る
。
さ
ら
に
街
頭
で
の
示
威
行
動

(27
)
 

ソ
ウ
ル
で
は
三
万
人
を
越
え
る
大
規
模
な
抗
議
活
動
が
展
開
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

日
輯
国
交
正
常
化
反
対
を
唱
え
る
抗
議
活
動
は
、

三
月
末
、
朴
正
熙
が
対
日
交
渉
に
当
た
っ
て
い
た
軍
部
出
身
の
実
力
者

・
金
鍾
泌
を

(28
)
 

召
還
し
、
一
時
交
渉
を
中
断
し
た
こ
と
で
沈
静
化
し
た
か
に
見
え
た
。
し
か
し
、
四
月
半
ば
に
は
、
野
党
内
部
で
穏
健
派
と
強
硬
派
の
亀

裂
が
再
び
深
ま
る
中
、
学
生
を
主
体
と
し
た
抗
議
活
動
が
再
度
活
発
化
し
は
じ
め
る
。
そ
し
て
そ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
も
、
日
輯
国
交
正
常
化

(29) 

反
対
と
い
う
政
策
問
題
か
ら
、
朴
政
権
自
体
の
打
倒
へ
と
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
政
権
側
で
は
、
朝
鮮
戦
争
当
時
の

(30
)
 

参
謀
総
長
で
あ
っ
た
丁

一
権
が
国
務
総
理
に
任
命
さ
れ
、
「
突
撃
内
閣
」
と
よ
ば
れ
た
強
硬
姿
勢
を
と

っ
て
対
決
姿
勢
を
鮮
明
に
す
る
。
五

月
二
十
日
に
は
学
生
運
動
は
朴
政
権
の
標
榜
す
る
「
民
族
的
民
主
主
義
」
の

「葬
礼
式
」
を
開
催
し
て
朴
政
権
を
厳
し
く
批
判
し
た
の
に

対
し
、
政
府
側
も
警
察
に
野
党
・
民
政
党
本
部
を
包
囲
さ
せ
、
ま
た
学
生
運
動
指
導
者
の
拘
束
令
状
を
求
め
て
軍
人
が
裁
判
所
に
乱
入
す

(31
)
 

る
な
ど
強
権
的
な
手
法
で
応
酬
、
五
月
末
か
ら
六
月
初
め
に
か
け
て
対
立
は
激
化
の

一
途
を
辿

っ
た
。
そ
し
て
前
述
の
よ
う
に
、
事
態
の

悪
化
が
頂
点
を
迎
え
た
六
月
三
日
、
ソ
ウ
ル
で
数
万
人
規
模
の
デ
モ
が
起
こ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
朴
正
熙
大
統
領
が
戒
厳
令
を
施
行
し
た

の
で
あ
っ
た
。

六
四
年
―
―
一
月
、
在
翰
米
国
大
使
館
は
、
日
韓
国
交
正
常
化
問
題
に
端
を
発
し
た
こ
の
騒
乱
状
況
を
、
早
い
段
階
か
ら
、
「
こ
れ
は
〔
韓
国
〕
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政
府
が
生
き
残
り
得
る
力
を
持

っ
て
い
る
か
ど
う
か
の
最
初
の
テ
ス
ト
で
あ
り
、
そ
の
結
果
は
予
想
し
え
な
い
」
と
強
い
懸
念
と
関
心
を

持
っ
て
見
守
っ
て
い
た
。
反
対
運
動
の
性
格
に
つ
い
て
、
抗
議
活
動
が
最
初
の
頂
点
を
迎
え
た
三
月
二
五
日
の
時
点
で
す
で
に
、
在
輯
米

国
大
使
館
は
「
政
府
が
学
生
の
要
求
に
応
じ
て

〔日
韓
〕
対
話
を
中
断
す
れ
ば
こ
れ
は
野
党
に
と
っ
て
大
き
な
勝
利
と
な
り
、
そ
れ
は
そ

の
究
極
的
な
目
的
で
あ
る
政
府
打
倒
要
求
に
ま
で
行
き
つ
く
だ
ろ
う
」
と
、
日
輯
交
渉
そ
の
も
の
で
は
な
く
朴
政
権
の
打
倒
を
最
終
目
標

と
し
た
も
の
だ
と
み
な
し
て
い
た
。
朴
政
権
は
学
生
と
の
対
話
で
事
態
を
沈
静
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
失
敗
す
れ
ば

「政
府

(32) 

が
武
力
の
使
用
を
強
化
し
、
究
極
的
に
は
戒
厳
令
に
訴
え
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
な
状
況
に
も
直
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。

こ
の
情
勢
認
識
は
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ア
メ
リ
カ
政
府
中
枢
に
も
共
有
さ
れ
て
い
た
。
ロ
バ
ー
ト

・
コ
マ
ー
は
、
三
月
二
六
日
、

「表
向
き
は

日
韓
国
交
正
常
化
反
対
だ
が
実
際
は
反
政
府
」
の

「誰
も
予
想
で
き
な
か

っ
た
規
模
」
の
学
生
デ
モ
に
よ
っ
て
、
日
韓
交
渉
が
遅
延
す
る

こ
と
が
確
実
で
あ
り
、
「
ま
た
朴
政
権
は
危
機
に
あ
り
、
何
も
よ
い
兆
候
が
な
い
」
こ
と
を
嘆
く
メ
モ
を
マ
ク
ジ
ョ
ー
ジ

・
バ
ン
デ
ィ
ヘ
と

送
っ
て
い
る
。
「
朴
と
そ
の
ラ
ス
プ
ー
チ
ン
で
あ
る
金
鍾
泌
を
よ
り
民
主
的
に
な
る
よ
う
追
い
立
て
る
よ
り
も
、
こ
の
厄
介
な
封
土
で
は

(33) 

も
う
少
し
独
裁
を
許
容
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
」
。
こ
う
し
た
判
断
を
背
景
に
、
バ
ー
ガ
ー
駐
韓
大
使
は
、
大
使
館
を
訪

れ
た
李
厚
洛
大
統
領
秘
書
室
長
に
対
し
て
、

「
政
府
は
自
ら
の
権
威
を
守
る
し
か
選
択
肢
は
な
い
」
と
強
い
言
葉
で
朴
政
権
支
持
を
表
明

(34
)
 

し
、
ま
た
、
国
連
軍
司
令
官
と
し
て
韓
国
軍
の
作
戦
指
揮
権
を
持
つ
在
輯
米
軍
の
ハ
ウ
ズ
司
令
官
も
軍
の
動
員
に
同
意
し
た
の
だ

っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
当
初
は
力
に
よ
る
抗
議
活
動
の
封
じ
込
め
を
支
持
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
だ
っ
た
が
、
し
か
し
、
三
月
末
に
は
早
く
も

そ
の
見
解
は
修
正
さ
れ
は
じ
め
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
抗
議
運
動
に
は
野
党
強
硬
派
、
野
党
穏
健
派
、
学
生
運
動
と
多
様
な
勢
力
が
混
在

し
て
お
り
、
こ
の
運
動
内
部
の
温
度
差
に
ア
メ
リ
カ
は
注
目
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
在
緯
米
国
大
使
館
に
よ
れ
ば
、

「学
生
た
ち

は
野
党
に
よ

っ
て
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
後
に
な

っ
て
気
づ
き
、
憤
然
と
し
て

〔学
生
デ
モ
の
〕
目
標
は
政
府
打
倒
だ
と
の
指
摘
を
否

定
し
、
ま
た
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
断
固
と
し
て
拒
否
し
た
」
と
の
報
告
を
作
成
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
当
初
は
日
輯
国
交
正
常
化
運
動
が
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打
倒
で
も
、

朴
政
権
打
倒
を
目
指
し
て
い
る
と
し
て
い
た
在
輯
米
国
大
使
館
は
、
「
手
漕
善
と
そ
の
支
持
者
」
以
外
は
政
府
打
倒
を
目
指
し
て
い
な
い
と

判
断
を
修
正
す
る
。
で
は
、
何
が
こ
う
し
た
多
様
な
勢
力
を
結
束
さ
せ
て
い
る
の
か
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
た
の
が
、
野
党
と
学
生
運
動
の

み
な
ら
ず
、
朴
政
権
及
び
与
党
・
民
主
共
和
党
内
部
か
ら
、
こ
の
一
連
の
抗
議
集
会
・
デ
モ
ヘ
と
呼
応
す
る
動
き
が
見
ら
れ
た
こ
と
だ
っ

た
。
野
党
強
硬
派
と
穏
健
派
、
学
生
、
そ
し
て
政
権
内
部
の

一
部
勢
力
に
も
共
有
さ
れ
た
争
点
は
、
在
韓
米
国
大
使
館
に
よ
れ
ば
、
政
府

(35) 

日
韓
交
渉
そ
の
も
の
で
も
な
く
、
金
鍾
泌
の
処
遇
で
あ

っ
た
。

金
鍾
泌
は
こ
の
時
ま
だ
四
十
前
で
あ
り
な
が
ら
、
与
党
・
民
主
共
和
党
議
長
の
職
責
に
あ
っ
た
政
治
的
実
力
者
で
あ
る
。
六

0
年
代
の

韓
国
政
治
は
、
金
鍾
泌
の
支
持
集
団
で
あ
る
「

J
P
ラ
イ
ン
」
と
、
そ
れ
に
反
対
す
る
「
反

J
P
ラ
イ
ン
」
の
衝
突
、
そ
し
て
そ
の
対
立

(36) 

を
巧
み
に
操
っ
た
朴
正
熙
大
統
領
の
政
治
指
導
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
た
。
金
鍾
泌
は
、
朴
正
熙
の
縁
戚
、
軍
人
出
身
に
し
て
五
・
―

六
ク
ー
デ
タ
ー
の
主
導
者
で
あ
り
、
軍
政
期
に
は
韓
国
中
央
情
報
部

(
K
C
I
A
)
を
創
設
し
、
ま
た
民
政
移
管
に
あ
た
っ
て
は
民
主
共

和
党
を
結
成
し
て
議
員
よ
り
も
事
務
局
が
優
位
に
立
つ
強
力
な
政
党
を
作
り
上
げ
て
権
力
の
維
持
を
試
み
、
そ
し
て
何
よ
り
日
韓
国
交
正

常
化
交
渉
の
主
導
者
で
あ
っ
た
。

常
に
政
争
の
中
心
に
あ
っ
た
金
鍾
泌
は
、
強
力
な
支
持
派
閥
を
形
成
し
た
一
方
で
、
野
党
か
ら
も
、
学
生
運
動
か
ら
も
、
ま
た
与
党
・

民
王
共
和
党
、
政
府
内
部
、
軍
部
内
部
か
ら
も
、

日
韓
交
渉
を
推
進
す
る

「売
国
奴
」
で
あ
り
、
金
銭
面
で
も
腐
敗
の
中
心
だ
と
の
批
判

を
浴
び
て
い
た
。
反

J
P
ラ
イ
ン
の
論
理
で
は
、
「
日
翰
交
渉
へ
の
懸
念
は
高
い
が
、
こ
れ
は
日
本
へ
の
怨
恨
故
で
は
な
く
、
金
鍾
泌
と
そ

(37) 

の

一
党
が
こ
の
交
渉
か
ら
あ
か
ら
さ
ま
に
私
的
な
資
金
面
で
の
利
益
を
獲
得
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
」
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
在
韓

(38) 

米
国
大
使
館
に
よ
れ
ば
、
「
金
の
勢
力
〔

J
P
ラ
イ
ン
〕
は
い
ま
だ
に
〔
民
主
共
和
〕
党
の
機
構
を
掌
握
し
て
い
る
」
が
、
大
統
領
秘
書
室

長
・
李
厚
洛
、

K
C
I
A
部
長
・
金
爛
旭
、
後
に
「
四
人
組
」
と
よ
ば
れ
る
反

J
P
ラ
イ
ン
の
主
導
者
と
な
る
民
主
共
和
党
議
員
・
金
成

坤
、
元
国
務
総
理
・
金
顕
哲
、
国
防
部
長
官
・
金
聖
恩
、
合
同
参
謀
会
議
議
長
・
金
鍾
五
、

「
よ
り
慎
重
で
は
あ
る
も
の
の
」
外
務
部
長
官
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(39) 

で
後
に
国
務
総
理
に
就
任
す
る
丁
一
権
ら
、
金
鍾
泌
の
排
除
を
求
め
る
勢
力
の
攻
勢
に
曝
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

在
韓
米
国
大
使
館
は
、
こ
う
し
た
動
き
を
受
け
て
、
日
韓
交
渉
の
主
た
る
推
進
役
だ
っ
た
金
鍾
泌
は
い
ま
や
そ
の
障
害
と
な
っ
た
と
の

(40) 

見
解
へ
と
傾
い
た
。
さ
ら
に

J
P
ラ
イ
ン
が
、
そ
し
て
金
鍾
泌
を
重
用
す
る
朴
正
熙
自
身
も
、
政
府
内
外
か
ら
の
金
鍾
泌
排
斥
運
動
に
対

抗
す
る
た
め
に
戒
厳
令
の
布
告
や
国
会
の
廃
止
と
い
っ
た
強
硬
路
線
に
突
き
進
む
の
で
は
な
い
か
と
の
危
惧
を
抱
く
。
在
韓
米
国
大
使
館

は
、
国
務
省
本
省
に
、
金
鍾
泌
の
地
位
を
守
る
た
め
の
「
こ
う
し
た
〔
強
硬
〕
路
線
は
韓
国
民
に
容
認
さ
れ
ず
、
軍
部
に
も
支
持
さ
れ
得

(41) 

ず
、
我
々
も
反
対
を
表
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
に
、
成
功
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
」
と
の
見
通
し
を
報
告
し
て
い
る
。
国
務
省

本
省
も
、
強
硬
策
を
取
っ
た
場
合
に
は
デ
モ
鎮
圧
時
に
学
生
に
死
傷
者
が
生
じ、

「
一
九
六

0
年
三
月
や
四
月
の
よ
う
な
流
血
の
惨
事
と
杜

(42) 

会
不
安
を
伴
う
一
連
の
事
態
を
引
き
起
こ
す
」
の
で
は
な
い
か
と
し
て
大
使
館
の
分
析
に
賛
同
し
、
バ
ー
ガ
ー
大
使
は
「
過
激
な
行
動
が

(43) 

と
ら
れ
な
い
よ
う
に
朴
と
会
談
す
る
権
限
を
授
け
ら
れ
た
」
。

す
な
わ
ち
、
こ
こ
に
至
っ
て
、
戒
厳
令
や
議
会
の
停
止
と
い
っ
た
強
硬
策
は
金
鍾
泌
と

J
P
ラ
イ
ン
の
延
命
策
と
同
視
さ
れ
、
韓
国
政

府
の
安
定
で
は
な
く
崩
壊
を
招
く
要
因
だ
と
ア
メ
リ
カ
政
府
に
見
倣
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、

と
唱
え
る
こ
と
に
は
躊
躇
す
る
。
バ
ー
ガ
ー
大
使
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
日
韓
国
交
正
常
化
を
は
じ
め
と
し
て
金
鍾
泌
は
ア
メ
リ
カ
の
対

(44
)
 

外
政
策
に
積
極
的
な
協
力
姿
勢
を
示
し
て
き
た
政
治
家
で
あ
り
、
ま
た
朴
正
煕
の
信
任
厚
い
側
近
で
も
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
国
務
省

(45
)
 

本
省
も
、

「朴
と
の
会
話
の
中
で
あ
か
ら
さ
ま
に
金
鍾
泌
を
批
判
す
る
こ
と
は
逆
効
果
」
だ
と
危
惧
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、

四
月
に
入
っ
て
学
生
デ
モ
が
朴
政
権
打
倒
を
公
然
と
掲
げ
、

ア
メ
リ
カ
は
金
鍾
泌
の
排
除
を
公
然

五
月
に
は
さ
ら
に
過
激
化
し
て
い
く
と
、
ア
メ
リ
カ
政
府
の

方
針
は
微
妙
な
変
化
を
見
せ
た
。
過
激
化
す
る
学
生
運
動
に
対
し
て
は
強
硬
策
を
も
っ
て
応
じ
る
し
か
な
い
と
の
観
測
が
韓
国
政
府
内
で

第
四
節

六
．
＝
一
事
態
ヘ
ー
六
四
年
四
月

S
六
月
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強
ま
り
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
政
府
で
も

一
定
の
強
制
力
の
行
使
は
や
む
を
得
な
い
と
の
意
見
が
再
度
浮
上
す
る
中
で
、
四
月
半
ば
、
在
翰
米

(46) 

国
大
使
館
に
、
朴
政
権
が
戒
厳
令
を
施
行
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

四
月
―
10
日
に
は
バ

ー
ガ
ー
大
使
と
朴
大
統
領
が
会
談
し
て
い
る
が
、
こ

の
中
で
、
朴
は
、
バ
ー
ガ

ー
の
再
三
の
質
問
に
答
え
て
戒
厳

令
施
行
を
考
慮
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
た
。
こ
れ
を
受
け
た
バ
ー
ガ
ー
大
使
は
、
ハ
ウ
ズ
在
韓
米
軍
司
令
官
と
戒
厳
令
が
施
行
さ
れ
た
場

合
に
は
軍
の
動
員
に
同
意
す
る
こ
と
で
合
意
す
る
が
、

朴
正
煕
に
対
し
て
は
戒
厳
令
施
行
前
の
事
前
通
報
を
求
め
た
の
み
で
賛
否
は
表
明

(47
)
 

し
な
か
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
学
生
デ
モ
の
活
発
化
と
共
に
、
朴
政
権
内
部
の

J
P
ラ
イ
ン
と
反

J
P
ラ
イ
ン
の
闘
争
も
さ
ら
に
エ
ス

カ
レ

ー
ト
し
て

い
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
た
。
大
使
館
に
は
反

J
P
ラ
イ
ン
に
属
す
る
有
力
者
か
ら
、

(48) 

金
鍾
泌
の
早
期
の
排
除
が
朴
政
権
の
安
定
の
た
め
に
は
必
須
だ
と
の
意
見
が
続
々
と
寄
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
情
報
に
接
し
て
い
た
バ
ー
ガ
ー
大
使
は
、

金
鍾
泌
の
排
除
を
求
め
る
要
求
は

「封
じ
込
め
る
に
は
強
す
ぎ
る
」
た
め
に

「朴

が
折
れ
な
け
れ
ば
」
朴
正
熙
自
身
の
政
治
生
命
も
危
機
に
曝
さ
れ
、
戒
厳
令
の
施
行
は
さ
ら
に
状
況
を
悪
化
さ
せ
る
の
み
だ
と
の
危
惧
を

強
め
て
い
た
。
し
か
し
同
時
に
、
朴
正
熙
と
金
鍾
泌
は
公
私
と
も
に
近
い
関
係
に
あ
り
、
ま
た
「
金
〔
鍾
泌
〕
が
権
力
の
座
を
追
わ
れ
れ

ば
、
朴
は
こ
れ
が
将
来
同
様
の
手
段
が
自
分
に
対
し
て
も
取
ら
れ
る
ス
テ
ッ
プ
と
な
る
と
考
え
る
か
も
し
れ
な
い
」
た
め
、
朴
大
統
領
が

(49) 

金
鍾
泌
の
排
除
を
断
行
で
き
る
か
に
つ
い
て
は
懐
疑
的
だ
っ
た
。
コ
マ
ー
に
よ
れ
ば
、

「
金
鍾
泌
を
い
つ
も
ひ
ど
く
嫌
う
バ

ー
ガ
ー
は
（
ほ

と
ん
ど
個
人
的
怨
恨
を
抱
い
て
い
る
か
の
よ
う
だ
）
、
こ
の
状
況
を
懸
念
し
て
い
る
。
バ
ー
ガ
ー
は
、
朴
が
金
を
厄
介
払
い
で
き
る
か
ど
う

か
懐
疑
的
で
あ
る
が
、
そ
れ
な
く
し
て
朴
が
ど
う
や
っ
て
民
主
共
和
党
内
の
亀
裂
を
修
復
で
き
る
の
か
と
思
っ
て
い
る
」
。

金
鍾
泌
を
排
除
す
る
こ
と
が
輯
国
政
府
の
安
定
に
不
可
欠
だ
と
の
バ

ー
ガ
ー
の
確
信
は
、
コ
マ
ー
が
指
摘
す
る
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
政
府

内
部
で
も
若
干
突
出
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
五
月
末
、

J
P
ラ
イ
ン
に
属
す
る
過
激
派
が
金
鍾
泌
の
政
治
的
地
位
を
保
全
す
る
た
め
に
、

裁
判
所
に
乱
入
す
る
等
の
過
激
な
行
動
を
と
っ
た
こ
と
で
一
層
顕
著
と
な
っ
た
。
危
機
感
を
強
め
る
バ
ー
ガ
ー
大
使
は
、
金
鍾
五
参
謀
総
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長
、
丁
一
権
国
務
総
理
、
金
成
坤
議
員
と
の
会
談
の
中
で
、

「
戒
厳
令
が
施
行
さ
れ
た
際
に
、
議
会
を
廃
止
す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
、
あ
る

い
は
過
激
派
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
が
企
て
ら
れ
た
場
合
に
は
、
朴
〔
大
統
領
〕
は
ア
メ
リ
カ
が
と
も
に
あ
る
と
想
定
し
て
は
な
ら
な
い
」

と
朴
正
熙
へ
と
伝
達
す
る
よ
う
に
と
述
べ
て
い
る
。
軍
政
へ
の
回
帰
が
図
ら
れ
、
あ
る
い
は
戒
厳
令
に
よ
っ
て
も
事
態
が
鎮
静
化
し
な
か

(51
)
 

っ
た
場
合
に
は
ア
メ
リ
カ
は
朴
政
権
を
支
持
し
な
い
と
の
牽
制
で
あ
る
。

五
月
末
か
ら
六
月
初
め
に
か
け
て
、
学
生
デ
モ
の
規
模
と
激
し
さ
、
ま
た
野
党
の
批
判
は
そ
の
頂
点
に
達
し
、
朴
政
権
内
部
の

J
P
ラ

イ
ン
と
反

J
P
ラ
イ
ン
の
闘
争
も
激
化
の
一
途
を
辿
る
。
在
輯
米
国
大
使
館
で
は
、
「
政
府
の
対
応
に
不
満
を
抱
く
者
と
、
金
鍾
泌
を
守

り
、
権
威
主
義
的
か
つ
抑
圧
的
な
方
法
で
金
鍾
泌
と
政
府
へ
の
脅
威
に
対
応
し
よ
う
と
す
る
者
の
双
方
か
ら
、

こ
え
て
く
る
」
と
の
危
機
感
が
強
ま
っ
て
い
た
。
「
現
在
の
雰
囲
気
は
、

の
」
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、

(52)
 

広
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ク
ー
デ
タ
ー
の
足
音
が
聞

ア
メ
リ
カ
政
府
で
は
戒
厳
令
の
施
行
は
避
け
ら
れ
な
い
と
の
観
測
が
大
使
館
内
、
そ
し
て
ワ
シ
ン
ト
ン
に
も

コ
マ

ー
が
マ
ク
ジ
ョ
ー
ジ
・
バ
ン
デ
ィ
に
書
き
送
っ
た
六
月
三
日
付
け
の
メ
モ
に
、
戒
厳
令
施
行
直
前
の
ア

メ
リ
カ
政
府
内
部
の
状
況
が
よ
く
見
て
取
れ
る
。

「我
々
は
反
対
し
て
い
る
が
、
朴
は
戒
厳
令
を
施
行
す
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
が
民
衆
の
怒

り
を
沸
騰
さ
せ
、
さ
ら
に
暴
力
的
な
形
で
後
に
噴
出
す
る
だ
け
な
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
る
」
。
日
韓
国
交
正
常
化
は
一
時
頓
挫
せ
ざ
る

を
得
な
い
が
、
「
無
責
任
な
少
数
の
野
党
に
扇
動
さ
れ
た
無
責
任
な
少
数
の
学
生
に
よ
っ
て
、
韓
国
の
本
当
の
将
来
の
希
望
が
傷
つ
け
ら
れ

る
の
は
遺
憾
な
こ
と
だ
。
こ
の
国
は
、

五
0
年
代
の
李
承
晩
独
裁
以
上
に
は
、
民
主
主
義
へ
の
準
備
は
ま
だ
で
き
て
い
な
い
。
我
々
の
対

(53) 

緯
政
策
は
、
朝
鮮
戦
争
当
時
を
除
け
ば
、
そ
の
は
じ
ま
り
か
ら
滅
茶
苦
茶
だ
っ
た
の
だ
」
。

六
月
三
日
、
バ
ー
ガ
ー
大
使
と
ハ
ウ
ズ
司
令
官
は
、
数
万
人
の
デ
モ
隊
が
包
囲
す
る
青
瓦
台
に
直
接
乗
り
込
み
、
朴
大
統
領
と
の
会
談

に
臨
む
が
、
そ
の
内
容
は
前
述
の
ア
メ
リ
カ
側
の
方
針
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
反
映
し
た
も
の
と
な
っ
た
。
朴
大
統
領
は
、
バ

ー
ガ
ー
大
使
と

ハ
ウ
ズ
司
令
官
に
戒
厳
令
の
詳
細
を
説
明
し
、
韓
国
軍
の
作
戦
指
揮
権
を
保
持
す
る
ア
メ
リ
カ
政
府
に
対
し
て
戒
厳
令
実
施
の
た
め
の
軍

一
九
六

一
年
五
月
一
九
日
以
来
、
最
も
深
刻
で
危
険
を
学
ん
だ
も
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の
動
員
許
可
を
求
め
た
。
ア
メ
リ
カ
側
は
こ
の
要
請
を
受
諾
す
る
が
、
バ
ー
ガ
ー
大
使
は

「〔
朴
〕
大
統
領
は
軍
の
動
員
を
求
め
た
の
で
あ

っ
て
[
戒
厳
令
へ
の
〕
承
認
を
我
々
に
求
め
た
わ
け
で
は
な
い
」
と
し
ヽ
ま
た
今
後
も
朴
政
権
が
ア
メ
リ
ヵ

の

「承
認
や
同
意
」
が
あ

つ

た
こ
と
を
示
唆
し
な
い
こ
と
を
求
め
、
朴
正
熙
も
こ
れ
に
同
意
し
た
。
バ
ー
ガ
ー
大
使
は
ま
た
、
「
一
九
六

0
年
四
月
の
経
験
に
鑑
み
れ
ば

街
頭
に
お
け
る
大
規
模
な
学
生
と
民
衆
の
行
動
が
起
こ
る
危
険
性
」
が
あ
り
、
「
も
し
こ
の
よ
う
な
事
態
に
な

っ
た
場
合
に
は
、
貴
下
の
政

府
は
世
論
か
ら
の
不
承
認
に
曝
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

な
問
題
を
抱
え
る
こ
と
に
な
る
」
と
、

ア
メ
リ
カ
政
府
と
し
て
は
現
政
権
を
支
持
す
べ
き
か
ど
う
か
に
つ
い
て
深
刻

ア
メ
リ
カ
側
は
無
条
件
に
朴
政
権
を
支
持
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
警
告
す
る
。
さ
ら
に
バ

ー
ガ
ー

は
、
「
戒
厳
令
は
基
本
的
な
問
題
の
解
決
に
は
な
ら
な
い
」
と
指
摘
し
、
ま
た
、
金
鍾
泌
の
処
遇
に
つ
い
て
も
、
「
我
々
は
彼
が
排
除
さ
れ

る
べ
き
だ
と
い

っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
が
、
朴
政
権
の
有
力
者
か
ら

「
金
鍾
泌
を
排
除
し
な
い
限
り
貴
下
と
韓
国
政
府
は
危
機
的
状

(54) 

況
に
曝
さ
れ
る
」
と
の
情
報
を
聞
い
て
い
る
と
、
金
鍾
泌
問
題
へ
の
対
応
を
婉
曲
に
要
請
し
た
の
だ
っ
た
。

こ
の
問
題
は
結
局
、
金
鍾
泌
が
民
主
共
和
党
議
長
の
職
を
退
き
、
ア
メ
リ
カ
ヘ
と
外
遊
に
出
る
こ
と
で
―
つ
の
決
着
を
見
る
。
金
鍾
泌

(55
)
 

外
遊
問
題
へ
の
ア
メ
リ
カ
の
関
与
も
確
認
し
て
お
こ
う
。
六
月
三
日
の
戒
厳
令
布
告
後
、
在
輯
米
国
大
使
館
で
は
、
戒
厳
令
は
金
鍾
泌
の

排
除
を
主
軸
と
し
た
政
府
の
刷
新
と
組
み
合
さ
れ
な
け
れ
ば
さ
ら
な
る
混
乱
を
招
く
と
の
見
解
が
強
ま
っ
て
い
く
。

「朴
が
ど
の
程
度
の

期
間
、
状
況
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
の
か
確
信
は
な
い
。
朴
政
権
が
眼
前
の
危
地
を
乗
り
切
れ
る
の
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
が
、
武
力

を
行
使
し
、
報
道
及
び
学
生
、
も
し
か
し
た
ら
議
会
も
抑
圧
す
る
兆
候
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
受
け
入
れ
る
こ
と
も
実
現
可
能
性
も
な
い

方
策
で
あ
る
」。

こ
の
よ
う
な
危
機
感
か
ら
、
バ
ー
ガ
ー
大
使
は
、
朴
正
熙
に
、
戒
厳
令
の
（
暫
定
的
措
置
と
し
て
容
認
し
た
上
で
の
）
早

期
解
除
と
、
金
鍾
泌
の
一
時
的
な
外
遊
を
求
め
る
こ
と
を
、
国
務
省
本
省
に
提
言
し
た
。

「
こ
う
し
た
行
動
を
と
ら
な
け
れ
ば
、
我
々
は
韓

国
政
府
が
す
ぐ
に
抑
圧
的
で
権
威
主
義
的
な
手
法
を
取
ら
な
け
れ
ば
存
続
で
き
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
際
に

は
ア
メ
リ
カ
政
府
が
朴
正
熙
を
支
援
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
、
朴
に
伝
達
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
」
。
国
務
省
本
省
は
、
「
金
鍾
泌
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)
 

問
題
に
関
し
て
朴
に
あ
ま
り
や
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
」
と
の
留
保
を
つ
け
た
う
え
で
、
こ
の
在
韓
米
国
大
使
館
の
方
針
を
追
認
し
た
。

そ
し
て
六
月
六
日
、
バ

ー
ガ
ー
大
使
と
ハ
ウ
ズ
司
令
官
は
朴
大
統
領
と
会
談
し
、
「
我
々
は
憲
法
に
則
っ
た
政
府
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る

の
で
あ
っ
て
、
非
立
憲
的
な
手
段
を
支
持
す
る
用
意
は
な
い
」
と
し
て
前
述
の
方
針
を
伝
え
、
さ
ら
に
バ

ー
ガ
ー
は
、
「
こ
れ
ま
で
に
な
い

言
い
方
で
」
、
金
鍾
泌
の
排
除
を
朴
に
明
確
に
要
求
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
朴
は
、
金
鍾
泌
を
ア
メ
リ
カ
に
留
学
さ
せ
る
こ
と
は
可
能
か
と

(57) 

尋
ね
、
こ
れ
に
肯
定
的
な
返
答
を
バ

ー
ガ
ー
か
ら
得
る
と
、

「
今
晩
金
鍾
泌
に

『辞
任
す
る
よ
う
説
得
』
す
る
」
と
述
べ
た
の
だ

っ
た
。

(58) 

た
だ
し
、
輯
国
中
央
情
報
部
長
官
の
金
煽
旭
は
、
自
身
が
バ

ー
ガ
ー
と
会
談
し
て
金
鍾
泌
の
外
遊
を
セ
ッ
ト
し
た
と
回
想
し
て
い
る
。

ま
た
、
朴
正
熙
の
決
断
が
バ
ー
ガ
ー
の
発
言
で
確
定
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
朴
の
基
本
的
な
政
治
指
導

は
J
P
ラ
イ
ン
と
反

J
P
ラ
イ
ン
の
対
抗
関
係
の
操
作
に
あ
り
、
そ
の
決
断
に
ア
メ
リ
カ
が
ど
の
程
度
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
は
別
途
検

討
さ
れ
る
べ
き
問
題
だ
ろ
う
。
以
上
要
す
る
に
、
戒
厳
令
布
告
後
も
さ
ら
に
危
機
感
を
募
ら
せ
た
ア
メ
リ
カ
の
働
き
か
け
と
、
輯
国
政
府

内
部
の
動
き
、
そ
し
て
何
よ
り
も
朴
正
熙
の
政
治
判
断
が
、
金
鍾
泌
の
外
遊
と
い
う
帰
結
を
導
い
た
要
因
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
四
年
三
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
緯
国
国
内
情
勢
の
変
転
に
引
き
摺
ら
れ
、
そ
の
対
韓
政
策
は
動
揺
を
繰
り
返
し

た
。
特
に
六
月
三
日
の
戒
厳
令
施
行
ま
で
、

ア
メ
リ
カ
政
府
は
受
動
的
対
応
に
終
始
し
、

朴
正
熙
政
権
の
強
硬
方
針
に
対
し
て
も

一
貫
し

た
態
度
を
示
す
こ
と
は
な
か

っ
た
。
バ
ー
ガ
ー
大
使
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、

「
事
態
の
推
移
を
観
察
し
、
特
定
の
解
決
策
や
行
動
方
針
に
コ

ミ
ッ

ト
す
る
こ
と
を
回
避
す
る
」
方
針
で
あ
る
。
野
党
・
反

J
P
ラ
イ
ン
の
朴
正
熙
へ
の
不
満
が
ア
メ
リ
カ
ヘ
の
反
発
へ
と
転
化
し
、
あ

(59
)
 

る
い
は
ま
た
ア
メ
リ
カ

の
圧
力
に
よ
っ
て
朴
の
姿
勢
が
硬
化
す
る
危
険
性
を
考
慮
し
た
結
果
で
あ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
戒
厳
令
が
輯
国
国
内
の
さ
ら
な
る
混
乱
を
呼
ん
で
朴
政
権
が
倒
壊
す
る
こ
と
を
恐
れ
る
一
方
、
デ
モ
の
鎮
静
化
に

お
わ
り
に
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は
強
制
力
が
必
要
と
の
観
測
も
あ
っ
た
た
め
に
緯
国
政
府
の
戒
厳
令
施
行
に
は
反
対
せ
ず
、
翰
国
軍
の
動
員
に
同
意
し
た
。

そ
し
て
金
鍾
泌
の
排
除
が
情
勢
の
安
定
に
必
須
だ
と
考
え
つ
つ
も
、
ア
メ
リ
カ
の
介
入
が
朴
正
熙
や

J
P
ラ
イ
ン
の
反
発
を
招
い
て
逆

効
果
と
な
る
こ
と
を
危
惧
し
、
戒
厳
令
施
行
後
ま
で
、
金
鍾
泌
の
一
時
外
遊
が
必
要
と
の
要
請
を
行
う
こ
と
す
ら
な
か
っ
た
。
前
述
の
よ

う
に
、
最
終
的
に
は
、
金
鍾
泌
の
外
遊
決
定
に
、
ア
メ
リ
カ
は
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
金
鍾
泌
が

(60
)
 

少
な
く
と
も
一
年
間
は
緯
国
を
離
れ
る
べ
き
と
し
て
い
た
が
、
半
年
後
の
六
四
年

―
二
月
に
は
金
鍾
泌
は
ソ
ウ
ル
に
帰
還
し
て
い
る
。
主

導
国
が
追
随
国
の
国
内
政
治
に
影
響
を
与
え
得
る
手
段
が
い
か
に
限
定
さ
れ
て
い
る
の
か
、
明
瞭
に
示
し
た
事
例
と
い
う
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。

ま
た
六
・

三
事
態
は
、
ア
メ
リ
カ
の
提
携
の
デ
ィ
レ
ン
マ
を
さ
ら
に
激
化
さ
せ
る
結
果
を
招
い
た
。
基
本
的
な
構
図
は
、
ワ
シ
ン

ト
ン

の
米
政
権
中
枢
が
従
来
通
り
戦
略
的
観
点
か
ら
在
韓
米
軍

・
韓
国
軍
の
削
減
、
対
韓
援
助
負
担
の
軽
減
、
日
輯
国
交
正
常
化
推
進
を
重
視

す
る
一
方
で
、
六
・
三
事
態
を
受
け
て
、
出
先
の
在
韓
米
国
大
使
館
及
び
在
韓
米
軍
に
、
提
携
勢
力
た
る
朴
政
権
の
不
安
定
化
へ
の
懸
念

が
高
ま
っ
た
と
整
理
で
き
る
だ
ろ
う
。
一

連
の
事
件
が
、
ア
メ
リ
カ
政
府
当
局
者
に
、
民
主
的
正
統
性
を
確
保
し
た
と
思
わ
れ
た
朴
正
熙

政
権
の
政
権
基
盤
が
脆
弱
な
も
の
に
過
ぎ
ず
、
在
韓
米
軍
・
輯
国
軍
削
減
及
び
日
輯
国
交
正
常
化
の
推
進
は
、
朴
正
熙
政
権
の
基
盤
そ
の

(61
)
 

も
の
を
揺
る
が
す
危
険
性
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
し
め
る
こ
と
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
提
携
の
デ
ィ
レ
ン
マ
の
解
決
策
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
政
府
で
は
、
朴
正
熙
政
権
に
対
す
る
直
接
の
支
援
・
強
化
が
必
要
と
の
声
が

徐
々
に
高
ま
っ
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
六
・

三
事
態
を
受
け
た
韓
国
政
府
は
、
日
韓
交
渉
推
進
の
た
め
と
し
て
対
韓
援
助
の
減
額
停
止
及

び
増
加
と
在
輯
米
軍

・
輯
国
軍
削
減
の
中
止
を
要
請
し
、
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
政
府
で
も
そ
れ
ま
で
の
対
輯
援
助
削
減
方
針
へ
の
異
論
が
噴

出
し
は
じ
め
た
の
で
あ
っ
た
。
脆
弱
性
を
露
わ
に
し
た
朴
政
権
を
支
え
て
日
韓
交
渉
を
推
進
さ
せ
る
に
は
、
ア
メ
リ
カ
は
朴
政
権
を
支
持

し
て
お
り
、
ま
た
日
韓
交
渉
妥
結
後
も
韓
国
を
見
捨
て
な
い
こ
と
を
示
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
は
、
ア
メ
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あ
る
。

(62) 

リ
カ
の
対
韓
援
助
の
維
持
、
さ
ら
に
は
増
額
が
必
要
だ
と
の
議
論
の
出
現
で
あ
る
。

こ
れ
は
、

ア
メ
リ
カ
の
対
韓
政
策
の
重
大
な
転
換
で
あ
っ
た
。
対
韓
負
担
削
減
を
目
指
し
、
そ
の
た
め
に
日
韓
国
交
正
常
化
を
推
進
し

て
い
た
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
い
ま
や
、
朴
政
権
強
化
の
た
め
の
対
韓
援
助
増
額
へ
と
大
き
く
舵
を
切
っ
た
の
で
あ
る
。
従
来
、
ア
メ
リ
カ

(63) 

政
府
の
政
策
転
換
は
、
六
五
年
以
降
の
韓
国
の
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
問
題
が
契
機
と
な
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
そ
の
半
年
前
、
六

四
年
半
ば
に
は
、

日
韓
国
交
正
常
化
問
題
と
六
・
三
事
態
を
契
機
と
し
て
、
す
で
に
ア
メ
リ
カ
の
対
韓
政
策
は
転
換
し
始
め
て
い
た
の
で

非
対
称
同
盟
に
お
い
て
、
確
か
に
、
主
導
国
は
追
随
国
に
強
大
な
影
響
力
を
行
使
し
得
る
。
そ
れ
が
追
随
国
の
国
内
体
制
や
内
政
に
及

ぶ
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
主
導
国
が
追
随
国
に
干
渉
す
る
手
段
は
、
介
入
と
撤
退
と
い
う
最
終
的
な
選
択
肢
を
選
ば
な

い
限
り
、
提
携
勢
力
の
操
作
と
い
う
間
接
的
方
法
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
に
、
主
導
国
の
追
随
国
に
対
す
る
影
響
力
に
は
限
界

が
あ
り
、
ま
た
逆
に
、
追
随
国
の
国
内
情
勢
に
よ
っ
て
主
導
国
の
同
盟
政
策
自
体
も
左
右
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
六
・
三
事
態
を
め
ぐ
る

ア
メ
リ
カ
対
韓
政
策
の
動
揺
は
、
こ
の
政
治
力
学
を
明
瞭
に
示
し
た
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

一
九
九
四
年
、

(
1
)
本
稿
は
、
以
下
を
基
礎
に
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
玉
置
敦
彦
「
帝
国
と
同
盟
ー
非
対
称
同
盟
の
理
論
」
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
博
士
学

位
論
文
、
二

0
一
四
年
、
第
四
章
。
ま
た
、
本
稿
は
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
小
林
節
太
郎
記
念
基
金
小
林
フ
ェ
ロ
ー
シ
ソ
プ
ニ

0
1
―
年
度
研
究
助
成
及
び
二

0

―
二
年
度
松
下
幸
之
助
記
念
財
団
研
究
助
成
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

(
2
)
木
村
幹
『
民
王
化
の
韓
国
政
治
ー
朴
正
煕
と
野
党
政
治
家
た
ち

一
九
六
―
|
―
九
七
九
」
名
古
屋
大
学
出
版
会
、

二
0
0
八
年
、

一
―
八
I

―
二
四
、

一
六
三
ー

一
六
六
頁
。
甲
景
徹
零
分
断
後
の
韓
国
政
治
ー

一
九
四
五
ー
一
九
八
六
年
』
木
鐸
社
、
一
九
八
六
年
、
二
九
八
ー
ニ
九
九
頁
。

(
3
)
李
鍾
冗
「
戟
日
国
交
正
常
化
の
成
立
と
ア
メ
リ
カ
ー
一
九
六

0
1
六
五
年
」
近
代
日
本
研
究
会
編

「年
報

・
近
代
日
本
研
究
・

十
六
l

、
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二
九
二
頁
。

(
4
)
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、
こ
の
時
期
に
つ
い
て
ア
メ
リ
カ
側
の
史
料
に
あ
た

っ
て
検
討
し
た
数
少
な
い
業
績
と
し
て
、
李
「
雑
日
国
交
正
常
化
の
成
立

と
ア
メ
リ
カ
」
、
二
九
ニ
ー
ニ
九
四
頁
。
ま
た
、
韓
国
政
治
史
で
は
、
戒
厳
令
布
告
に
あ
た

っ
て
ア
メ
リ
カ
の
支
援
が
あ
っ
た
と
い
う
議
論
は
当
然
視
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
成
田
千
尋
「
米
国
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
介
入
と
日
韓
国
交
正
常
ー
韓
国
軍
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
に
着
目
し
て
」「
史
林
」
第
九
九
巻
二
号
（
ニ

0
一
六
年
）
、
二
六
八
頁
。
手
、
前
掲
書
、
二
九
九
頁
。
徐
仲
錫
著
、
文
京
沫
訳

「輯
国
現
代
史
六

0
年
j

明
石
書
店
、

二
0
0
八
年
、
九
三
頁
。

(
5
)
ア
メ
リ
カ
の
同
盟
国
の
内
政
へ
の
影
饗
を
否
定
す
る
も
の
と
し
て
、

A
le
x
a
n
d
e
r
J. 
M
a
t
y
i
,
 "E
m
p
i
r
e
 Falls: W
a
s
h
i
n
g
t
o
n
 M
a
y
 B
e
 I
m
p
e
r
i
o
u
s
,
 bu

t
 

It Is
 No
t
 Imperial,

"
 Fo
r
e
i
g
n
 Affairs 8
5
,
 n

o
.
 

4
 
(Ju
ly
¥
A
u
g
u
st 2
0
0
6
)
,
 p

p
.
 

1
9
0
,
1
9
4
.
 *
~
'洋
一

「ィ
＇

ギ
ー
リ
ノ
ス
辛
m
o
o
レ

J
H
E
O
O
、
王
苺
式
j
右
E
士
心
企U‘
―
1
0
0
八

年、

二
三
ー
三
0
頁
。
菅
英
輝

「解
説
ア
メ
リ
カ
帝
国
と
は
何
か
」
ロ
イ
ド
・
ガ
ー
ド
ナ
ー
、
マ
リ
リ
ン
・
ヤ
ン
グ
絹
、
松
田
武
、
菅
英
輝
、
藤
本
博
訳

「
ア
メ
リ
カ
帝
国
と
は
何
か
ー
ニ
―
世
紀
世
界
秩
序
の
行
方
」
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二

0
0
八
年
、
三
三
六
頁
。
間
接
的
な
影
響
力
は
あ
っ
た
と
示
唆
す
る

も
の
と
し
て
、

C
h
a
r
l
e
s
S
.
 Ma

i
e
r
,
 

A
m
o
n
g
 E
m
p
i
r
e
s
:
 A

m
e
r
5
z
n
 A
s
ce
n
d
a
n
c
y
 a
n
d
 its P
re
d
e
c
essors 
(C
a
m
b
r
i
d
g
e
,
 MA

:
 H
a
r
v
a
r
d
 U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 

P
r
e
s
s
,
 

2
0
0
6
)
;
 M
i
c
h
a
e
l
 W
.
 

D
o
y
l
e
,
 

E
m
p
i
r
e
s
 (Ithaca: C
o
r
n
e
l
l
 U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 P
r
e
s
s
,
 

1
9
8
6
)
.

韓
国
の
民
主
化
に
ア
メ
リ
カ
が
影
響
を
与
え
た
と
い
う
議

論
を
展
開
し
た
も
の
と
し
て
、

G
r
e
g
gBrazinsky•Nation 

B
u
i
l
d
i
n
g
 in S
o
u
t
h
 K
o
r
e
a
:
 K
o
r
e
a
n
s,
 Am

e
r
i
c
a
n
s
 a
n
d
 the M
a
k
i
n
g
 o
f
 D
e
m
o
c
r
a
c
y
 

(C
h
a
p
e
l
 H
ill
,
 NC

:
 U
n
iversity of N
o
r
t
h
 C
a
r
o
lin
a
 P
r
e
s
s
 2
0
0
7
)
 

(6)
注
9
参
照
。

(7
)
主
導
国
に
よ
る
追
随
国
へ
の
介
入
と
撤
退

（「支
配
」
と
「
見
捨
て
る
」
こ
と
）
、
ま
た
こ
れ
を
追
随
国
が
危
惧
し
て
い
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
第
二

次
世
界
大
戦
後
の
秩
序
構
築
に
つ
い
て
論
じ
た
以
下
の
議
論
を
参
照
の
こ
と
。
G
.
J
o
h
n
 I
k
e
n
b
e
r
r
y
`
A
f
t
e
r
 Victory
:
 Inst 

straint、
a
n
d
the R
e
b
u
i
l
d
i
n
g
 o
f
 O
r
de
r
 after M
a
j
o
r
 W
a
r
s
 (P
r
i
n
c
e
t
o
n
:
 P
r
i
n
c
e
t
o
n
 U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 P
r
e
s
s,
 

2
0
0
1
)
,
 p
.
 

5
0
;
 J
o
h
n
 L
e
w
i
s
 G
a
d
d
i
s
,
 W

e
 

N
o
w
 K
n
o
w
:
 R
e
t
h
i
n
k
i
n
g
 C
o
l
d
 W
a
r
 Hi
s
t
o
r
y
 (N
e
w
 Yo
r
k
:
 O
x
f
o
r
d
 U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 P
r
e
s
s
,
 

1
9
9
7
)
,
 C

h
a
p
t
e
r
 2
 
&
 3

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
同
盟
諸
国
へ

の
介
入
の
実
例
と
し
て
は
、
成
功
例
と
し
て
、
大
規
模
な
選
挙
干
渉
に
よ
っ
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
エ
ル
ビ
デ
ィ
オ
・
キ
リ
ー
ノ
大
統
領
に
代
え
て
ラ
モ
ン
・
マ

グ
サ
イ
サ
イ
が
選
出
さ
れ
た
例
を
、
構
想
に
と
ど
ま

っ
た
例
と
し
て
、
韓
国
の
李
承
晩
大
統
領
に
対
す
る
ク
ー
デ
タ
ー
計
画
で
あ
っ
た
「
エ
ヴ
ァ
ー
レ
デ
ィ

計
画
」
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
藤
原
帰
一
「
田
舎
の
冷
戦
ー
統
合
米
軍
顧
問
団
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
軍
再
編
成
一
九
四
八
ー
一
九
五

0
」
「千
葉
大
学
法
学
論

集
j

第
六
巻
第
二
号
(
-
九
九
一
年
）
。
李
鍾
元
「
米
韓
関
係
に
お
け
る
介
入
の
原
型
ー

「
エ
ヴ
ァ

ー
レ
デ
ィ
計
画
」
再
考
一
・
ニ
」
「法
学
」
五
八
・
五
九

号
(
-
九
九
四
・

一
九
九
五
年
）
。

(
8)
介
入
に
伴
う
政
治
力
学
に
つ
い
て
は
、
藤
原
帰
一
「
ア
ジ
ア
冷
戦
の
国
際
政
治
構
造
ー
中

心
•
前
哨
・
周
辺
ー

」
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
編
「
現
代

日
本
社
会
第
七
巻
」
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
二
年
。
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(9)
提
携
の
デ
ィ
レ
ン
マ
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
以
下
で
私
見
を
発
表
し
て
き
た
。
玉
置
敦
彦
「
ジ
ャ
パ
ン

・
ハ
ン
ズ
ー
変
容
す
る
日
米
関
係
と
米
政
権

日
本
専
門
家
の
視
線
、
一
九
六
五
ー
六
八
年
」
「思
想
j

第

一
〇
一

七
号
（
二

0
0
九
年
）
。
宝
置
敦
彦

「帝
国
と
同
盟
ー
非
対
称
同
盟
の
理
論
」
東
京
大
学

大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
博
士
学
位
論
文
、
二

0
一
四
年
。

玉
置
敦
彦

「
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
め
ぐ
る
米
比
関
係
ー
非
対
称
同
盟
と

「力
の
パ
ラ
ド
ッ
ク

ス
」
」
「国
際
政
治
j

―
八
八
号
（
近
刊
）
。
同
盟
概
念
の
整
理
に
つ
い
て
は
、
玉
置
敦
彦

「
同
盟
概
念
再
考
ー
揺
れ
動
く
国
際
情
勢
と
日
米
同
盟
」
『
神
奈
川

大
学
ア
ジ
ア

・
レ
ビ
ュ
ー
」
第
三
巻
（
二

0
一
六
年
）
。
関
連
文
献
と
し
て
は
、
以
下
を
参
照
。

R
o
n
a
l
d
R
o
b
ins
o
n
,
 "N

o
n,E
u
r
o
p
e
a
n
 F
o
u
n
d
a
t
i
o
n
s
 of 

E
u
r
o
p
e
a
n
 I
m
p
e
r
i
a
l
i
s
m
:
 
S
k
e
t
c
h
 for 
a
 T
h
e
o
r
y
 of 
Collaboration,'̀
in 
R
o
g
e
r
 O
w
e
n
 a
n
d
 B
o
b
 Sutcliffè
eds
., 
S
t
u
d
i
e
s
 
in 
the 
T
h
e
o
r
y
 o
f
 

I
m
p
e
r
i
a
l
i
s
m
 (
L
o
n
d
o
n
:
 
L
o
n
g
m
a
n
,
 

1
9
7
2
)
,
 p

p
.
 

1
1
7
-
1
4
2
:
 J
a
m
e
s
 D
.
 Mo

r
r
o
w
"̀
Alliances a
n
d
 A
s
y
m
m
e
t
r
y
:
 An
 Al
t
e
r
n
a
t
i
v
e
 to t
h
e
 Capability 

A
g
g
r
e
g
a
t
i
o
n
 M
o
d
e
l
 of Alliances,'

'A
m
e
r
i
c
a
n
 J
o
u
r
n
a
l
 o
f
 Political S
c
i
e
n
c
e
,
 

3
5ー

4

(
N
o
v
e
m
b
e
r
 1
9
9
1
)
,
 p

p
.
 

9
0
4
-
3
3
;
 I
k
e
n
b
e
r
r
y
,
 op
.
 cit.; 

D
a
v
i
d
 

A
.
 L
a
k
e
,
 Hi

e
r
a
i、C
h
y
m
]
1
i
t
e
m
i
d
t
2
0
1
i
d
l
R
e
l
d
t
i
o
~
z
s
(Ithaca
:
 Co
r
n
e
l
l
 U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 Press, 2
0
0
9
)
 

(10)
朴
正
熙
が

一
九
四

0
年
代
後
半
の
順
天

・
麗
水
の
反
乱
に
代
表
さ
れ
る
動
乱
期
に
共
産
主
義
運
動
と
近
い
関
係
を
持
っ
て
い
た
こ
と
、
軍
政
の
と
っ
た
国

家
の
強
い
介
入
を
前
提
と
し
た
経
済
政
策
や
、
朴
正
熙
が
当
初
宣
言
し
て
い
た
民
政
移
管
の
決
定
を
一
時
撤
回
す
る
な
ど
の
政
策
面
で
の
違
い
の
大
き
さ

も
米
韓
関
係
の
罷
甑
の
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
。
李

「
韓
日
国
交
正
常
化
の
成
立
と
ア
メ
リ
カ
」
、
二
七
八
頁
。
木
宮
正
史

「国
際
政
治
の
な
か
の
緯
国
現

代
史
j

山
川
出
版
社
、
二
〇
ロ

一年
、
五
ニ
ー
五
四
頁
。

（
且
）
経
済
援
助
額
は
、
六
二
年
に
一
億
二
千
万
ド
ル
、
六
三
年
に

一
億
八
百
万
ド
ル
、
六
四
年
に
一
億
五
百
万
ド
ル
で
あ
っ
た
。

]iy
u
l
K
i
m
,
 "U
.S
.
 an

d
 

K
o
r
e
a
 in V
i
e
t
n
a
m
 a
n
d
 t
h
e
 J
a
p
a
n
,
K
o
r
e
a
 Treaty,'

'
(
M
.A
.
 T
h
esis
,
 

H
a
r
v
a
r
d
 U
n
i
v
e
rsity
,
 

1
9
9
1
)
,
 p
.
 

1
3
4
.

こ
う
し
た
中
で
、
当
然
な
が
ら
、
六
一
年

か
ら
六
三
年
に
か
け
て
の
軍
政
期
、
ア
メ
リ
カ
は
朴
政
権
の
援
助
増
額
要
請
の
多
く
を
拒
否
し
、
さ
ら
に
朴
正
熙
が

一
時
、
六
三
年
に
予
定
さ
れ
て
い
た
民

政
移
管
の
撤
回
を
表
明
し
た
際
に
は
経
済
援
助
の
さ
ら
な
る
削
減
を
も
っ
て
朴
正
熙
の
翻
意
を
促
し
て
い
る
。
手
、
前
掲
書
、
二
七

一
頁
。
李

「韓
日
国
交

正
常
化
の
成
立
と
ア
メ
リ
カ
」
、

二
八
三
頁
。

(1
2
)木
宮
正
史
「
一
九
六
0
年
代
緯
国
に
お
け
る
冷
戦
外
交
の
三
類
型
ー

日
韓
国
交
正
常
化

・

ヘ
ト
ナ
ム
派
兵

•
A
S
P
A
C

」
小
此
木
政
夫

・

文
正
仁
編
「
市

場

・
国
家

・
国
家
体
制
」
慶
応
義
塾
大
学
出
版
会
、
―

10
0
一
年
、
九
七
頁
。
李

「韓
日
国
交
正
常
化
の
成
立
と
ア
メ
リ
カ
」
、
二
七
六
頁
。

(13)
木
宮
正
史

「
一
九
六

0
年
代
韓
国
に
お
け
る
冷
戦
と
経
済
開
発
ー
日
韓
国
交
正
常
化
と
韓
国
軍
の
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
を
中
心
と
し
て
」

「
法
学
史
林
」
第
九

―
一巻
第
四
号
、

一
九
九
五
年
、

二
九
頁
。
李
「
韓
日
国
交
正
常
化
の
成
立
と
ア
メ
リ
カ
」
、
二
七
七
頁。

(14)
木
村
、
前
掲
書
、
一
五
四
ー

一
五
七
頁。

(
1
5
)
M
e
m
o
r
a
n
d
u
m
 f
r
o
m
 M
c
G
e
o
r
g
e
 B
u
n
d
y
 to U
.
 

A
l
e
x
i
s
 J
o
h
n
s
o
n
,
 "Korea,'
'
D
e
c
e
m
b
e
r
 20
,
 1
9
6
3
,
 C
o
u
n
t
r
y
 Fi
le
,
 

K
o
r
e
a
,
 

N
a
t
i
o
n
a
l
 S
e
c
u
r
i
t
y
 File 

(
N
S
F
)
,
 Bo

x
 2
5
4
,
 1

9
6
3ー

6
9
,
L
yn
d
o
n
 B
.
 Jo

h
n
s
o
n
 L
ib
r
a
r
y
 
(
L
B
J
L
)
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 a
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 V. Forrestal, D
e
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e
r

 16
,

 
1963, Files of R

obert W
.
 K
o
m
e
r
,
 

N
S
F
,
 Bo
x
 38, 

1963
-69

,
 

LBJL. 

(~
) 
M
e
m
o
r
a
n
d
u
m
 f
r
o
m
 F
orr

estal to R
o
g
e
r
 H
ilsman, "R

O
K
-J
ap

a
n
ese Relations," D

e
c
e
m
b
e
r
 17, 

1963, Files of R
obert K

o
m
e
r
,
 N
S
F
,
 B
o
x
 34, 

19
63
-69

,
 LB
J
L
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S
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゜
T
e
l
e
g
r
a
m
784 f

r
o
m
 Seoul to D

e
p
a
r
t
m
e
n
t
 of State 

(D
O
S
),

 
D
e
c
e
m
b
e
r
 6, 

1963, C
o
u
n
try File, 

Korea, N
S
F, 

B
o
x
 254, 

1963-69, L
B
JL

;
 Me
m
o
ra

n
d
u
m
 fr
om

 U. A
l
e
x
is

 Johnson to M
c
G
e
o
r
g
e
 

Bundy, "Fo
rce Reduction in

 Ko
r
e
a
,"

 De
c
e
m
b
e
r
 18, 

196
3, 
C
o
u
n
try

 File, 
Korea, N

S
F
,
 B
o
x
 25

4, 
1963

-69, 
L
B
J
L
 

ぼ
）
T
elegram

953 f
r
o
m
 S
e
o
u
l

 to 
D
O
S
,

 
January 2

1,
 1964

,
 Co
u
n
try

 File, 
K
o
r
e
a, 
N
S
F
,

 
B
o
x
 254

,
 1963

-69
,

 
L
B
J
L
 

(~
) 
M
e
m
o
r
a
n
d
u
m

 f
r
o
m
 K

o
m
er to 

the Pres
iden

t, 
January 22, 

1964, 
C
o
untry

 File, 
Korea, N

S
F
,
 B
o
x
 254, 

1963-69, L
B
J
L
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A
ir
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-574 f
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o
m
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O
S
,
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.
S
.

 
Objectives in the Republic of

 Ko
r
e
a
 for 1964," F

e
b
r
u
a
r
y
 13, 

1964
,

 
R
e
c
o
r
d
 G
r
o
u
p
 

(R
G
)
 59
,

 Central Foreign P
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cy F
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es 

(C
F
P
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o
x
 2407, National A

r
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h
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n
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 at C
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 P
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N
A
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T
e
l
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f
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 to D
O
S
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℃
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 Te
a
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65, Foreign Relations of the United States 
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R
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S
)
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 19
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-
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D
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啜
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T
e
l
e
g
r
a
m
1213 f

r
o
m
 Seoul to 

D
O
S
,
 M
a
r
c
h
 25, 

1964, 
R
G
 59
,
 

C
F
P
F
,
 1964-66, B

o
x
 2405, N

A
.

弐
戸

-
R
"
n
包
（
［

］
）
振
押

゜

啜
）

M
e
m
o
r
a
n
d
u
m
f
r
o
m
 K
o
m
e
r
 to 

M
c
G
e
o
r
g
e
 Bundy, M

a
r
c
h
 26, 

1964, C
o
u
n
t
r
y
 File, 

Korea, N
S
F
,
 B
o
x
 254, 

1963
-69, L

B
J
L
 

（苫）
T
e
l
e
g
r
a
m
1213 f

r
o
m
 Seoul to D

O
S
,
 M
a
r
c
h
 25

,
 

1964, op. cit. 
T
e
l
e
g
r
a
m
 1221 f

r
o
m
 Seoul to D

O
S
,
 M
a
r
c
h
 26, 

1964, C
o
u
n
t
r
y
 File, Korea, 

N
S
F
,
 B
o
x
 254, 

1963-69, LBJL.
慰
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S
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旦
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国
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ざ
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⑫
T
e
l
e
g
r
a
m
 1240 f
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o
m
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D
O
S
,
 M
a
r
c
h
 28, 

1964, R
G
 59, 

C
F
P
F
,
 1964-66, B

o
x
 2405, N

A
 

（
宮
「

,-.,P,
Iド

ャ
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ヽ
」
ぶ
「
区
-
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I
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は
匁
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で
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は
い
こ
し
竺
’
*
t
'

溢
翠

綱
I

 iく
国
軍

゜
-

己
豆

俎
睾

妥
S
誤

択
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や
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心
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田
文

'
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玉
園
苓
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琴
澪
宣
砂
竺
＇
怜
｛
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'
i
琴
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主
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兵
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紐
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｛
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至
く
邦
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亘
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鱈
＇
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」
坦
溢
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丑
至

愛
1
]
0
0
国

出
I
I] 

Ill―
I

 ]I
 ]Ill
冨゚

（兌）
M
e
m
o
r
a
n
d
u
m
f
r
o
m
 G
r
e
e
n
 to M

c
G
e
o
r
g
e
 Bundy, "Possible O

v
e
r
t
h
r
o
w
 of K

o
r
e
a
n
 Government," June 1, 

1964, R
G
 59, 

C
F
P
F
,
 1964-66, 

B
o
x
 2404, N

A
 

（差）
T
e
l
e
g
r
a
m
1372 f

r
o
m
 Seoul to 

D
O
S
,
 April 27, 

1964, R
G
 59, 

C
F
P
F
,
 1964

-66, 
B
o
x
 2403, N

A
 

（要）
T
e
l
e
g
r
a
m
1374 f

r
o
m
 Seoul to D

O
S
,
 April 27, 

1964, R
G
 59, C

F
P
F
,
 1964

-66
,
 

B
o
x
 2405, N

A
.
 
1

 JG'!
如

如
只

;!Ill
字

釘
辺

揺
s

m
幻

紀
年

ジ
リ

！
）
や
竺
国
m::

I]
ギ

lll-lH迷
王
⇒
心
全
'
1
1
<
m
心
e
国
挙
如

-\½'0'
勾
心
心
全
全
日
湮
全
竺
写
恙
色
と
ふ
S
二
゜

（写）
T
e
l
e
g
r
a
m
1277 f

r
o
m
 Seoul to D

O
S
,
 April 9, 

1964, 
C
o
u
n
t
r
y
 File, 

Korea, N
S
F
,
 B
o
x
 254, 

1963
-69, 

LBJL. 

（字）
T
e
l
e
g
r
a
m
1240 f

r
o
m
 Seoul to D

O
S
,
 M
a
r
c
h
 28, 

1964, op. 
cit 

噂
）

T
e
l
e
g
r
a
m
958 f

r
o
m
 D

O
S
 to 

S
e
叫

April
21, 

1964, R
G
 59, 

C
F
P
F
,
 1964-66, B

o
x
 2405, N

A
 

（尊）
T
e
l
e
g
r
a
m
880 f

r
o
m
 D

O
S
 to 

S
e
叫

M
a
r
c
h
30, 

1964, 
R
G
 59, 

C
F
P
F
,
 1964

-66
,
 

B
o
x
 2405, N

A
 

（手）
T
e
l
e
g
r
a
m
1240 f

r
o
m
 Seoul to 

D
O
S
,
 M
a
r
c
h
 28, 

1964, op. cit. 
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P
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n
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維
持
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
政
策
が
我
々
の
解
決
策
だ
と
み
な
さ
れ
な
い
た
め
に
」
、
と
し
て
、
同
様
の
方
針
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

T
e
le
g
r
a
m
1
5
3
4
 

f
r
o
m
 S
e
o
u
l
 
to D
O
S
,
 

M
a
y
 2
4
,
 

1
9
6
4
,
 
o
p
.
 
c
it.
ま
た
日
蒻
国
交
正
常
化
に
関
し
て
も
、
大
使
館
は

「反
米
主
義
の
噴
出
が
問
題
を
複
雑
に
す
る
」
可
能
性
を

指
摘
し
、
日
韓
交
渉
に
関
し
て
ア
メ
リ
カ
側
が
何
ら
か
の
コ
メ

ン
ト
や
行
動
を
起
こ
し
て
も
マ
イ
ナ
ス

で
し
か
な
い
と
主
張
し
て
い
た。

T
e
le
g
r
am
1
2
7
7
 

f
r
o
m
 S
e
o
u
l
 to
 D
O
S
,
 Apri

l
 9,
 19

6
4
,
0
p
.
 cit. 

(60
)
注
61
参
照
。

(61
)
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
戒
厳
令
布
告
後
も
金
鍾
泌
の
動
向
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
た
。
国
務
省
本
省
が
金
鍾
泌
は
「
少
な
く
と
も
予
定
さ
れ
て
い
る

一

年
間
」
は
韓
国
を
離
れ
る
べ
き
だ
と
在
緯
米
国
大
使
館
に
指
示
し
、
ま
た
大
使
館
も
金
鍾
泌
が
緯
国
に
婦
還
す
れ
ば
「
新
た
な
極
め
て
危
険
な
国
内
の
危

機
」
が
起
こ
る
だ
ろ
う
と
し
て
、
そ
の

「長
期
間
」
の
外
遊
が
「
国
内
の
安
定
に
必
須
」
だ
と
の
見
解
を
表
明
し
て
い
た
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
側
の
危
機
感

が
金
鍾
泌
外
遊
後
も
依
然
深
刻
な
水
準
に
あ
っ
た
こ
と
を
象
徴
す
る
。

T
e
l
e
g
r
a
m
1
7
3
2
 f
r
o
m
 S
e
o
u
l
 to D
O
S
,
 

J
u
n
e
 26
.
 19

6
4
,
 

R
G
 59
,
 

C
F
P
F
,
 

1
9
6
4
-
66̀
 

B
o
x
 2
4
0
4
.
 NA

.
 

(62
)
早
い
時
期
の
史
料
と
し
て
、

M
e
m
o
r
a
n
d
u
m
f
r
o
m
 S
a
m
u
e
l
 D
.
 Be

r
g
e
r
 to W
P
B
,
 Ma

y
 1
3
.
 19

6
4,
 Fil

e
s
 o
f
 R
o
b
e
rt W
.
 Ko

m
e
r
.
 N

S
F
,
 Bo

x
 4
2疇

1
9
6
3ー

6
9
,L
B
J
L
.
ま
た
、
対
翰
援
助
政
策
の
転
換
と
と
も
に
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
日
韓
交
渉
に
対
し
て
積
極
的
か
つ
公
式
に
関
与
す
る
と
い
う
方
針
を
固

め
て
い
く
。
こ
れ
は
、
韓
国
の
協
力
を
確
保
し
つ

つ
、
以
下
一二
つ
の
政
策
で
、
韓
国
国
内
の
国
交
正
常
化
反
対
運
動
を
緩
和
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
だ
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
ア
メ
リ
カ
が
明
白
に
日
韓
交
渉
を
望
ん
で
い
る
こ
と
を
示
す
こ
と
で
朴
政
権
を
側
面
支
援
し
、
直
接
の
説
得
に
よ
っ
て
韓
国
野
党
勢
力
の

軟
化
を
図
り
、
日
本
に
も
韓
国
と
の
妥
協
点
を
探
る
よ
う
働
き
か
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
李

「
斡
日
国
交
正
常
化
の
成
立
と
ア
メ
リ
カ
」
、

二
九
ニ
ー

二
九
五
頁
。
ア
メ
リ
カ
の
対
雑
援
助
政
策
の
転
換
、

日
戟
国
交
正
常
化
問
題
、
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
問
題
の
関
連
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
と
す
る

が
、
現
段
階
で
の
私
見
に
つ
い
て
は
、
以
下
参
照
。
拙
稿
「
帝
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